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Ⅰ．メインルート事業 

（事業目的・方針） 

歴史街道の魅力を広範に発信すべく、メインルート上において広域かつ官民が連携して

取り組むべき事業に注力するとともに、メインルート上の６拠点が一堂に参画できる事

業の構築を目指す。 
 

（事業項目） 

１．地域連携事業 

（１）伊勢～飛鳥間連携事業 

・風景街道「伊勢街道」連絡協議会と共催で、「倭姫宮（やまとひめぐう）ご鎮座

100周年奉祝」をテーマに、講演会を２回実施 

（阪急たびコト塾 10月 7日（土）、2月 11日（土） 合計６６名参加） 

ウォーク３回実施 

（10月 21日（土）、11月 19日（日）、3月 10日（日） 合計６４名参加） 

・風景街道「伊勢街道」と日本風景街道熊野との交流会実施 12月 1日（金） 

・全国石工佐吉サミット２０２４実施 1月 25日（木）５４名参加 

 

ｾﾐﾅｰ 2月 10日      ｳｫｰｸ 11月 19日   交流会 12月 1日 佐吉ｻﾐｯﾄ 1月 25日 
                            

（２）飛鳥～奈良～京都間連携事業  

・飛鳥奈良京都地域連携実行委員会で、今年度から

作成を開始するテーママップ「飛鳥・奈良・京都

歴史探訪マップ（仮称）」の年度テーマとして

「古のみやこ」を選定しマップを作成中。 
          

（３）西国街道連携事業（京都～大阪～神戸間）  

・西国街道沿いの資料館・博物館と連携し、年度テーマとし

て「道しるべと街道」を選定し、以下のイベントを実施。 

     ①9月 16日（土）「道標からみた西国街道」フォーラム     

（リレー講演、パネルディスカッション） ６５名参加 

     ②9月 23日（土・祝）～12月 17日（日）西国街道 

リレーウォーク７回 合計１９４名参加 

③9月 16日（土）～12月 24日（日）資料館を巡る 

スタンプラリー  参加賞引換 ６０２個 

     上記イベントと連携する資料館・博物館の秋季イベント 

     を紹介するチラシを作成、西日本旅客鉄道、阪急電鉄、 

阪神電気鉄道の各駅等に配架。ホームページ等でも紹介。  
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フォーラム(9月 16日)      ｳｫｰｸ伊丹市（10月 14日）ｳｫｰｸ大山崎町（11月 26日） 

（４）京街道・淀川左岸地域連携事業（京都～大阪間） 

・京阪ホールディングスの「京街道ウォーキングマップ」を更新した。 

地域の自治体、京阪電車のイベント等、マイクロツーリズムを推進するイベン

トへの協力を実施。                    

（５）観光ガイド組織との連携事業 

・上期には、各地の観光ガイド組織の最新の活動状況について情報を収集し、ホ

ームページ上で紹介。さらに、歴史街道スタンプラリーのチラシに情報を掲載

し、ガイド組織の活動内容を広域に情報発信した。                                 

歴史街道スタンプラリーのチラシに掲載 

 

２．地域共同事業 

（１）歴史街道スタンプラリーの実施 

  関西６鉄道（近畿日本鉄道、京阪電気鉄道、南海電気鉄道、 

西日本旅客鉄道、阪急電鉄、阪神電気鉄道）の協賛のもと、 

歴史街道エリアにある市町村の文化ＰＲ、地域の活性化を図 

るため実施。 

2022年度スタンプラリー「資料館・博物館を巡ろう」編終了 

・デジタルスタンプラリー（アプリ使用） 

・スタンプポイント６１カ所    

   ・実施期間 2022年11月1日（水）～2023年5月31日（水） 

  【結果】 

・ダウンロード総数4,805件（目標3,000件） 

  ・スタンプ獲得総数20,212個 
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2023年度スタンプラリー実施中 

 ・デジタルスタンプラリー（アプリ使用） 

・スタンプポイント７５カ所    

  ・実施期間 2023年11月1日（水）～2024年5月31日（金） 

 ・３月末 ダウンロード総数4,936件（目標6,000件） 

 

 

 

Ⅱ.ネットワークエリア事業 

（事業目的・方針） 

１．南北近畿エリアの活性化 

２．「世界文化遺産」地域連携会議等との連携 

 

（事業項目） 

１．関西を南北３つに分けた連携推進＝南北近畿の振興 

（１）北近畿・琵琶湖  

①「北近畿・琵琶湖 食と歴史の回廊」紹介動画を公開中。 

② YouTube「旅の星」動画で、福井県嶺北編を12月26日、嶺南編を1月16日に公開  

③ 歴史街道倶楽部の会員誌『歴史の旅人』２０２３年夏号で福井県嶺南地域を、 

２０２３年秋号で滋賀県湖東・湖北地域を特集。 

④風景街道「琵琶湖さざなみ街道・中山道」事業 

1）滋賀県下の中山道の宿場町間のゆるやかなネットワークづくりを目的とした 

「近江中山道連絡会議」（情報交換、相互広報を目的に６団体が参加）との連携 

   ・歴史街道倶楽部の会員誌秋号で中山道活動団体の紹介を実施。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・昨年度に改訂した「近江路中山道のマップ」を活用した広報活動を継続実施。 
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2）輪の国びわ湖推進協議会との連携 

    ・サイクルツーリズムシンポジウム 2023「中山道から、旧街道自転車旅の振興を」 
日 時：2023 年 12 月 16 日（土） 13:00～16:45（開場は 12:30） 
場 所：米原市米原学びあいステーション 

     基調講演「地域資産をインバウンドに生かすー『中山道』の例」 
浮洲和典氏〔東農サイクリング／中山道ウォーク代表〕 

     話題提供 
       「インバウンド観光の中山道から考える、観光地ではないローカル 

観光ブランディングの仕方」 
       小口良平さん〔自転車冒険家 ＆ 自転車旅行研究家〕 
       「スペインのサンティアゴ・デ・コンポステーラ巡礼路から見た 

中山道の可能性」 
       藤本芳一〔輪の国びわ湖推進協議会 会長〕 
       滋賀県の事例 
       滋賀県内で自転車関連の活動をされている団体、企業、個人のからの報告 
       パネルディスカッション 
        パネリスト 浮洲和典氏 
             小口良平氏 
             北村和弘氏〔岐阜県観光国際部観光資源活用課 課長、 
            日本ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ協会会員 同認定 PR プランナー〕 
            藤本芳一 
      コーディネーター 稲永明子（輪の国びわ湖推進協議会 副会長） 
 
 
 
 
 
 
   
   ・勉強会（輪学）の開催 

輪学第一回「e-Bike 静かな交通革命 自転車社会を急速に進める欧州」 
日 時：2023 年 11 月 20 日（月）19:00～21:00  
場 所：Zoom 
講 演：増田一樹氏（合同会社 海の京都 e-Bikes 代表） 

   
輪学第二回「私たちは安全で走りやすい道がほしい 自転車の走行空間はどうす 

れば整備できるのか」 
日 時：2024 年 3 月 8 日（金）19:00～21:00 
場 所：Zoom 
講 演：屋井鉄雄氏（東京工業大学特命教授・名誉教授） 
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輪学第三回「世界のビワイチをめざして ビワイチ海外広報最前線」 
日 時：2024 年 3 月 21 日（木）19:00～21:00 
場 所：草津市市民交流プラザ 小会議室 3 及び Zoom 
講 演：大沼 翔司氏（滋賀県 観光振興局 ビワイチ推進室） 
 
 
 
 
 
 

3）滋賀県関連の自転車促進事業への協力 

  ・滋賀県観光事業審議会委員として協力 

   ・滋賀プラス・サイクル推進協議会への参画 

4）鯖街道自転車走行空間社会実験への協力 

   ・ビワイチとの結節による日本遺産「鯖街道」自転車走行空間創出社会実験 

 （国土交通省）への参画協力。 

 

（２）南近畿 

  ① YouTube「旅の星」動画で、和歌山編を企画・検討中 

 ② 紀伊山地三霊場会議と共催で、11月 14日（火）になんばパークスで紀伊山地三

霊場フォーラムを開催 

「たどる足跡つなげる思い～弘法大師の教えと現在（いま）～」 

日 時：１１月１４日（火）１４：００～１６：３０ 

場 所：なんばスカイオコンベンションホール 

講演１：「紀伊山地三霊場の地を、いのちの根源が 

繋がる目覚めの聖地へ」 

講師 橋本昌彦氏（音楽家・監督・デザイナー） 

     講演２：「古道 きのう、きょう、あす」 

         講師 辻林浩氏 

（和歌山県世界遺産センター長） 

     講演３：「空海さん高野山開創の想い―心のふるさと 

紀伊半島―」 

講師 木下浩良氏 

（高野山大学密教文化研究所受託研究員） 

トークセッション：「今に生きる紀伊山地の信仰」 

木下浩良氏×藪邦彦師（高野山執務公室長） 

６６名参加 
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２．中央部（メインルート以外） 

・播磨地域、南大阪地域を中心に、歴史街道倶楽部会員誌『歴史の旅人』（2023年春 

号で南大阪地域を特集、2024年冬号で姫路市を特集）（Ⅴ－Ⅰ－（1）参照） 

・鉄道パンフレットなどを中心とし情報発信。大阪・奈良歴史街道リレーウォーク

実行委員会、大阪あそ歩や会員団体、関係団体が開催する事業に対し後援を行い、

後援イベントチラシの配架協力、当協議会ＨＰイベント情報への掲載を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「世界文化遺産」地域連携会議等との連携 

 （１）「世界文化遺産」地域連携会議、斑鳩町等が共催する 

「第１０回世界遺産サミット in斑鳩」 

(10月 28日（土）、29日（日）)の開催に協力。 
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Ⅲ．日本文化体感プログラム事業 

（事業目的・方針） 

本プログラムを実施することで、日本の歴史文化に親しむだけでなく、国内の研修生に

はグローバル人材としての教養を身に付けること、また、海外からの研修生には日本人

の考え方や行動様式の根底に流れる歴史文化的背景を理解してもらい、日本での研修を

より実りあるものにすることを目的とする。また、本目的を実現するために、講義コン

テンツおよび体験型活動の充実、多様なニーズに対応するプログラム提案力の強化、実

施体制の整備に取り組む。 

 

（事業項目） 

１．日本の歴史文化を伝える講義コンテンツの充実および体験型活動の充実 

（１）日本政府が招聘した外国人に対し、英語のみならず、その母国語で日本文化を

伝えるコンテンツの充実。 

（２）社員・職員向け、学生向け、一般向け等、研修目的にマッチした講義資料の 

整備、および体験型活動の拡充。 

（３）講義資料・現地体験内容のこまめなアップデート等定期的な講師・ガイドミー

ティングを開催し、講義資料の改善や情報共有を実施。 

   

２．顧客の多様なニーズに対応するパッケージ(講義と体験型活動)提案力の強化 

（１）海外（インバウンド）向けプログラムの充実 

①国際協力機構（以下、JICA）が招聘する海外からの研修員に日本の歴史文化を紹

介するプログラム（講義・現地体験）については、JICAおよび PREX等研修事業

者との連携を維持し、年間 30件を目標に、本年度は 35本を実施。  

 
NO. 実施日 研修名 対象国・人数 訪問地 

1 
5月 12日(金)講義 

5月 20日(土)現地  

アフリカ地域市場志向農業

振興（行政官）（A）コース 

ﾎﾞﾂﾜﾅ、ｹﾆﾔ、ﾚｿﾎ、南ｱﾌﾘｶ、

南ｽｰﾀﾞﾝ、ﾀﾝｻﾞﾆｱ、ｻﾞﾝﾋﾞｱ、

ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ 8か国 15名 

井筒八つ橋本舗

（八つ橋手焼き

体験）、錦市場、二

条城、伏見稲荷大

社 

2 6月 4日(日) 
LEP2.0 行政初級職人材育

成・プロジェクト管理 
ﾏﾚｰｼｱ 1か国 15名 

福寿園（茶道体

験）、二条城、金閣

寺 

3 6月 18日(日) 中南米総合防災 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ、ﾆｶﾗｸﾞｱ、ﾍﾟﾙｰ、ｱﾙ

ｾﾞﾝﾁﾝ、ｸﾞｱﾃﾏﾗ、ｺｽﾀﾘｶ、ﾁﾘ、

ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ、ｴｸｱﾄﾞﾙ、ﾊﾟﾅﾏ 

10か国 10名 

東寺、二条城、福

寿園（茶道体験） 

4 6月 23日(金) 

先進国市場を対象にした輸

出振興／マーケティング戦

略（A） 

ﾌﾞｰﾀﾝ、ﾏﾚｰｼｱ、ﾓﾝｺﾞﾙ、ﾊﾟｷ

ｽﾀﾝ、ｾﾙﾋﾞｱ、ｽﾘﾗﾝｶ 6か国 

6名 

平等院～市営茶

室～伏見稲荷大

社 

5 6月 25日(日) 

課題別研修 「インフラ施設

（河川・道路・港湾）災害対

策とマネジメント」A 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ｻﾓｱ、ｾｲｼ

ｪﾙ、ｽﾘﾗﾝｶ、東ﾁﾓｰﾙ 6か国 

6名 

竹中大工道具館、

丸益西村屋（友禅

染体験）、伏見稲

荷大社 
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NO. 実施日 研修名 対象国・人数 訪問地 

6 7月 1日(土) 
課題別研修：都市固形廃棄

物管理の実務 A 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、ｷｭｰﾊﾞ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ﾗ

ｵｽ、ｳｸﾗｲﾅ 5か国 6名 

福寿園（茶道体

験）、青蓮院 

7 7月 8日(土) 
課題別研修：水道管理（浄

水・水質）B 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ、ｴﾘﾄﾘｱ、ﾙﾜﾝﾀﾞ、南

ｽｰﾀﾞﾝ、ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ、ｳｸﾗｲﾅ、ｲ

ﾗｸ 7か国 8名 

無鄰菴、琵琶湖疏

水記念館、南禅寺 

8 7月 14日(金) 中小企業振興政策（A） 

ﾄﾞﾐﾆｶ共和国、ﾗｵｽ、ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ

共和国、ﾈﾊﾟｰﾙ、ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ、

ﾄﾙｺ 6か国 6名 

平等院、宇治市営

茶室（茶道体験）、

伏見稲荷大社 

9 7月 29日(土) 交通安全（A） 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ﾌｨｼﾞｰ、

ｷﾘﾊﾞﾁ、ﾓﾝｺﾞﾘｱ、ﾊﾟｷｽﾀﾝ、ｾ

ﾙﾋﾞｱ、ﾀｲ、ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ 9か

国 9名 

三十三間堂、福寿

園（茶道体験）、伏

見稲荷大社 

10 8月 26日(土) 
ベトナム国別研修下水道経

営研修（Ｂ） 
ﾍﾞﾄﾅﾑ 1か国 8名 

日本玩具博物館、

姫路城 

11 8月 28日(月) ホーチミン第 17期経営塾 ﾍﾞﾄﾅﾑ 1か国 13名 
白鹿記念酒造博

物館 

12 9月 2日(土) 
持続可能な観光地域づくり

のための人材育成研修 

ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ、ﾄﾞﾐﾆｶ共和

国、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ﾖﾙﾀﾞﾝ、ﾗｵｽ、

ﾏﾗｳｲ、ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ、ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､

ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ、ﾏｹﾄﾞﾆｱ、ｾﾈ

ｶﾞﾙ、ｾﾙﾋﾞｱ、ﾁｭﾆｼﾞｱ 13か

国 13名 

伏見稲荷大社、青

蓮院、井筒八つ橋

（八つ橋焼き体

験） 

13 9月 3日(日) 

評価のデザイン・実施及び

制度構築のための実践能力

強化 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ、ｸﾞﾚﾅﾀﾞ、ﾏﾀﾞｶﾞｽｶ

ﾙ、ﾏｰｼｬﾙ諸島、ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞ

ﾆｱ、ﾀｲ､ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ 7 か

国 7名 

平城宮跡、春日大

社、東大寺 

14 9月 9日(土) 電力系統計画・運用技術（A) 

ｺｰﾄｼﾞﾎﾞｱｰﾙ、ｴﾁｵﾋﾟｱ、ｶﾞｰﾅ、

ﾏﾗｳｲ、ﾊﾟﾚｽﾁﾅ、ｾﾈｶﾞﾙ、ｼｴﾗ

ﾚｵﾈ共和国、ﾀﾝｻﾞﾆｱ、ｳｶﾞﾝ

ﾀﾞ、ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ 10か国 10

名 

竹中大工道具館、

琵琶湖疏水記念

館、南禅寺、金閣

寺 

15 9月 14日(木) 橋梁総合 

ｺﾝｺﾞ共和国、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ｲﾝﾄﾞ

ﾈｼｱ、ﾗｵｽ、ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ、ﾌｨﾘﾋﾟ

ﾝ、南ｽｰﾀﾞﾝ、ﾀｲ、ｳｶﾞﾝﾀﾞ、

ｻﾞﾝﾋﾞｱ 10か国 10名 

福寿園（茶道体

験）、二条城、金閣

寺 

16 9月 17日(日) 

国別研修「地域における障

害者に焦点を当てたインク

ルーシブ防災の実施能力強

化」 

ｴｸｱﾄﾞﾙ 1か国 13名 
福寿園（茶道体

験）、青蓮院 

17 10月 7日(土) 税関行政 C 

ﾍﾞﾅﾝ、ﾌﾞﾙﾝｼﾞ、ｶﾒﾙｰﾝ、ｶﾞﾎﾞ

ﾝ、ｷﾞﾆｱ、ｾﾈｶﾞﾙ、ﾌﾞﾙｷﾅﾌｧｿ 

7か国 8名 

福寿園（茶道体

験）、二条城、金閣

寺 

18 10月 9日(月・祝) 課題別研修「交通安全(B)」 

ｺﾝｺﾞ共和国、ｶﾞｰﾅ、ﾏﾀﾞｶﾞｽ

ｶﾙ、ﾅｲｼﾞｪﾘｱ、ﾙﾜﾝﾀﾞ、南ｽｰ

ﾀﾞﾝ、ﾀﾝｻﾞﾆｱ、ｳｶﾞﾝﾀﾞ、ｼﾞﾝ

ﾊﾞﾌﾞｴ 9か国 9名 

三十三間堂、福寿

園（茶道体験）、伏

見稲荷大社 
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NO. 実施日 研修名 対象国・人数 訪問地 

19 10月 13日(金) 
投資促進・ビジネス環境整

備（Ａ） 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ、ﾌｨｼﾞｰ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、

ｷﾙｷﾞｽ、ﾗｵｽ、ﾏﾚｰｼｱ、ﾊﾟｷｽﾀ

ﾝ、ﾊﾟﾚｽﾁﾅ、ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ、、

ｳｸﾗｲﾅ、ﾍﾞﾄﾅﾑ 11か国 12

名 

平等院、宇治市営

茶室（茶道体験）、

伏見稲荷大社 

20 10月 14日(土) 都市廃棄物コース B 
ｼﾞﾌﾟﾁ、ｶﾞﾎﾞﾝ ２か国 2

名 
姫路城 

21 10月 29日(日) 

課題別研修「インフラ施設

（河川・道路・港湾）災害対

策とマネジメント」 

ｱﾙﾊﾞﾆｱ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾏﾀﾞｶﾞｽｶ

ﾙ、ﾏﾗｳｲ、ﾅｲｼﾞｪﾘｱ 5 か国

5名 

竹中大工道具館、

金閣寺、福寿園

（茶道体験） 

22 11月 3日(金・祝) 
課題別研修「コミュニティ

防災」 

ｱﾙﾒﾆｱ、ﾍﾞﾘｰｽﾞ、ﾎﾞﾂﾅﾜ、ﾌﾞ

ﾗｼﾞﾙ、ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ、ﾐｸﾛﾈｼｱ、ﾀ

ｼﾞｷｽﾀﾝ、ﾄﾝｶﾞ、ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄ

ﾊﾞｺ 9か国 9名 

東寺、二条城、福

寿園（茶道体験） 

23 11月 11日(土) ｴﾁｵﾋﾟｱ国別研修 ｴﾁｵﾋﾟｱ 1か国 15名 

福寿園（茶道体

験）、青蓮院、伏見

稲荷大社 

24 11月 12日(日) 
アフリカ地域市場志向農業

振興（行政官）（B）コース 

ｴｽﾜﾃｨﾆ、ｴﾁｵﾋﾟｱ、ｶﾞﾝﾋﾞｱ共

和国、ｶﾞｰﾅ、ﾘﾍﾞﾘｱ、ﾏﾗｳｲ、

ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ、ﾅﾝﾋﾞｱ、ﾅｲｼﾞｪﾘｱ、

ｳｶﾞﾝﾀﾞ 10か国 11名 

日本玩具博物館、

好古園、姫路城 

25 
11月 30日（木） 

12月 9日（土） 
中小企業振興政策（Ｂ） 

ｱﾙｼﾞｪﾘｱ、ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ、ｶﾞｰ

ﾅ、ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ、ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ、北ﾏｹ

ﾄﾞﾆｱ、ｳｸﾗｲﾅ、ｻﾞﾝﾋﾞｱ 8か

国 8名 

平等院、宇治市営

茶室 

26 12月 2日（土） 

バングラデシュ看護サービ

ス人材育成プロジェクトフ

ェーズ 2 

バングラディッシュ  

1か国 13名 

伏見稲荷大社、金

閣寺、福寿園京都

本店 

27 12月 10日（日） 電力系統計画・運用技術（B) 

ﾌﾞｰﾀﾝ、ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ、ﾗｵｽ、ﾊﾟｷ

ｽﾀﾝ、ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ、ﾍﾞﾄﾅﾑ 6か

国 6名 

伏見稲荷大社、金

閣寺、井筒八つ橋

焼き菓子体験 

28 1月 20日（土） 
課題別研修「ICT案件形成能

力向上」 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｯｼｭ、ｸﾞﾚﾅﾀﾞ、ﾍﾞ

ﾘｰｽﾞ、ｷﾘﾊﾞﾁ、ﾗｵｽ、ﾓﾝｺﾞﾙ、

ﾅｲｼﾞｪﾘｱ、ﾀｲ、東ﾃｨﾓｰﾙ、ﾄﾝ

ｶﾞ、ｳｳﾗｲﾅ 11か国 11名 

伏見稲荷大社、金

閣寺、福寿園京都

本店 

29 1月 27日（土） 

水資源の持続可能な利用と

保全のための統合的湖沼・

河川・沿岸流域管理 

ｱﾙﾊﾞﾆｱ、中央ｱﾌﾘｶ共和国、

ﾁｬﾄﾞ、ｷｭｰﾊﾞ、ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ、

ｲﾝﾄﾞ、ﾆｶﾗｸﾞｱ、ﾅｲｼﾞｪﾘｱ、南

ｽｰﾀﾞﾝ、ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｯｼｭ、ﾒｷｼ

ｺ 11か国 11名 

伏見稲荷大社、琵

琶湖疎水記念館、

南禅寺、金閣寺 

30 1月 31日（水） 

立命館大学 国際関係研究

科博士課程（前期） 

京都市政学修プログラム 

ｷﾙｷﾞｽ、ﾗｵｽ、ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ、ﾌﾞｰ

ﾀﾝ、ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ、ﾍﾞﾄﾅﾑ、ﾈﾊﾟｰ

ﾙ、ｶﾞｰﾅ 8か国 18名 

琵琶湖疎水記念

館、南禅寺 

31 2月 4日（日） 
「イノベーション促進によ

る新産業の創造・振興 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、ｶﾒﾙｰﾝ、ﾄﾞﾐﾆｸ共和

国、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ｶﾞｰﾅ、ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ、ｹﾆｱ、ﾓﾝｺﾞﾙ、ﾍﾟﾙｰ、ﾀｼﾞ

ｷｽﾀﾝ、ﾍﾞﾄﾅﾑ 11か国 14名 

福寿園京都本店、

二条城、金閣寺 
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NO. 実施日 研修名 対象国・人数 訪問地 

32 2月 10日（土） 総合防災 

ｱﾙｼﾞｪﾘｱ、ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｯｼｭ、ﾌﾞ

ﾗｼﾞﾙ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾊﾟｷｽﾀﾝ、ｽ

ﾘﾗﾝｶ 6か国 6名 

日本玩具博物館、

姫路城 

33 2月 17日（土） 
投資促進・ビジネス環境整

備(B) 

ｱﾝｺﾞﾗ、ｼﾞﾌﾟﾁ、ﾘﾍﾞﾘｱ、ﾀﾝｻﾞ

ﾆｱ、ｳｶﾞﾝﾀﾞ、ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ 6か

国 6名 

竹中大工道具館、

丸益西村屋、金閣

寺 

34 2月 23日（金） 配電網整備（B） 

ｶﾒﾙｰﾝ、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ｴﾁｵﾋﾟｱ、ﾈ

ﾊﾟｰﾙ、ﾊﾟﾚｽﾁﾅ、ｼｴﾗﾈﾗ、ｳｶﾞ

ﾝﾀﾞ、ﾍﾞﾄﾅﾑ 8か国 8名 

伏見稲荷大社、金

閣寺、福寿園京都

本店 

35 2月 24日（土） 
コーヒー輸出のためのマー

ケティング 
東ﾁﾓｰﾙ 1か国 9名 

平等院、宇治市営

茶室、伏見稲荷大

社 

   

②関西観光本部、大阪観光局、日中経済貿易センター、旅行会社や財団等との連携

により、海外企業の視察・研修旅行やインセンティブツアー、海外の教育機関   

からの教育旅行等への本プログラムの組み込み提案を積極的に実施した。 

 ⅰ. 関西観光本部との連携 

   歴史街道エリアの旅行会社向けモデルコースを提案。 

ⅱ. 日中経済貿易センター 

   中国関連企業、留学生受入大学について、協力依頼および情報交換を実施。 

   2月 20日 上海市商務委員会主席代表へプログラムを説明・提案 

 

 （２）国内向けプログラムの充実 

①企業等におけるプログラムの実施 

企業・団体向けの研修や体験会の実施拡大を目指し、継続的な新規開拓を進める。 

本年度は近鉄グループホールディングスの新入社員研修を 2024年 5月に延期し、 

吉野において実施予定。（3月から⇒5月 23日講義、24日現地（吉野町）に変更） 

 

②大学、高校などにおけるプログラムの実施 

２０２５年の大阪・関西万博開催時に国際交流の主役として活躍が期待される

現在の大学生、高校生に向けたプログラムを積極的に推進し、国内において、

若い世代の国際交流を積極的に後押しする。 

ⅰ．首都圏留学生を対象に関西での日本の歴史文化を体感するプログラムを 9

月 4日（月）～7日（木）に実施した。 

－歴史街道メインルート：伊勢～奈良～京都～大阪   

このプログラムでは、必ず関西在住の観光を専攻する日本人学生にも参加 

を募り、ルート設定やガイド体験など、関西の魅力を再発見し、自ら発信 

する経験をしながら留学生との交流を行った。      

      【募集対象】 

       ・首都圏の大学に通う留学生（10名抽選により選出・34名応募） 

        （日本学生支援機構・東京国際交流館在住の留学生を対象に募集） 
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       ・関西の大学に通う日本人 

参加者出身国 

        キルギスタン(1名)、ブータン(1名)、バングラデシュ(2名)、 

アフガニスタン（1名）、中国（1名）、カナダ（1名）、インド（2名）、 

シンガポール（1名）、日本(2名) 

      【内容】 

       ・日程：9月 4日（月）～7日（木）  

       ・プログラムの概要： 

        １）事前講義およびプログラム概略をオンデマンドで視聴 

          日本の歴史上どのように海外文化を吸収し、独自文化に昇華させて 

きたか、日本文化の特徴などを様々なキーワードで紹介。 

        ２）関西の歴史文化資源を３泊４日で巡る 

          日本の歴史を時代順に巡ることのできる歴史街道のルートを中心に､

日本の歴史･文化を体感。さらに歴史文化の発信や国際交流に興味あ

る地元大学生を交え、専門ガイドから説明を受けながら日本文化を

体感。 

訪問箇所：伊勢（伊勢神宮・内宮、おはらい町・おかげ横丁）、 

奈良（奈良公園周辺散策、東大寺）、宇治（平等院、福 

寿園宇治工房（抹茶づくり体験）、京都（退蔵院・丸益 

西村屋（友禅染体験）・清水寺）、大阪（大阪城） 

         ３）参加者全員でワークショップ 

           訪問したところでどういったものに日本文化を感じ、また、自国の

文化との違いや共通点をどう感じたかなど、ワークショップで学び

の振り返りを実施。 

 

ⅱ. 松下幸之助記念財団が招聘するトルコ・チャナッカレ大学の学生にプログ 

ラムを提供 

6月 13日（火）金閣寺、丸益西村屋（友禅染体験）、伏見稲荷大社 

       6月 14日（水）あずきミュージアム、姫路城 

 

ⅲ. 関西の高校生の国際交流を推進すべく、関西に留学している大学生、日本

語学校の学生を交えて歴史文化を体感するプログラムを実施。 

１）斑鳩町「国際交流を体験しよう！ 法隆寺に伝わる７つの不思議を 

探る！」（子どもゆめ基金助成金） 

8月 29日（火） 

・参加者 地元高校生 11名   留学生 9名 

・内 容 日本文化についての講義の後、地元ボランティアガイドの 

     案内で法隆寺を見学。見学した内容についてワークショッ 

プで振り返りを行った。 

  ２）岸和田市「国際交流を体験しよう！ お城とだんじりのまち・岸和田 

の魅力を発見！」（子どもゆめ基金助成金） 

10月 28日（土）・臨地 

※高校生は 10月 26日（木）に事前講義を聴講 
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※留学生は 10月 23日（月）～27日（金）の期間にオンデマンドで 

事前講義を聴講 

        ・参加者：13名 （高校生 7名 留学生 5名 日本人大学生 1名） 

        ・内 容：通訳案内士の案内で、五風荘、岸和田城、だんじり会館を 

             見学。見学した内容についてワークショップで振り返りを 

行った。 

       ３）姫路市「日本文化体感プログラムを活用した留学生との交流事業」 

                         （中島記念国際交流財団助成金） 

         実施日：講義（留学生・高校生）  

11月 13日（月）～17日（金）の期間に視聴 

             現地 11月 18日（土） 

         参加者：留学生 申込 18名（当日 1名欠席）  

     出身国：インドネシア、中国、イラン、マレーシア、スウェーデン。 

コスタリカ、香港、バングラデシュ、パキスタン 

         学 校：神戸大学、近畿大学、兵庫県立大学、京都大学、立命館 

大学、同志社大学、大阪日本語教育センター 

日本人大学生 申込 4名（当日 １名欠席）  

学 校：滋賀県立大学、近畿大学 

         高校生 申込・参加 5名  合計 25名 

         内 容：英語のガイドを希望する参加者、日本語のガイドを希望する 

参加者の２班に分け、それぞれ全国通訳案内士のガイドで、 

日本玩具博物館と姫路城を見学。見学した内容についてワー 

クショップで振り返りを行った。 

 

   ⅳ．大学での講義の実施 

     11月 13日（月）大阪産業大学において講義「日本文化の伝え方」を実施 

 

    ③親子を対象にしたプログラム 

次代を担う子どもたちに 

・日本の歴史や文化に親しみを持ってもらう 

       ・地域の歴史文化遺産を知ってもらう 

       ・生涯を通じて歴史文化の現地を訪れてもらうきっかけをつくる 

        ことを目指し、実施した。 

      ⅰ.  5月 ４日（木・祝）「わくわくキッズパーク＠北御堂」 

      ⅱ.  7月 29日（土）「家族 DE 文楽 夏休み、家族で「文楽」を 
みに行こう！」 

      ⅲ．12月 3日（土）「地域の歴史を体感しよう！「たんじりと城」のまち 

                岸和田の歴史」（南海電気鉄道と共催で実施） 

      ⅳ. 12月 16日（土）「奈良教育大学共催 斑鳩で木の匠になろう」 
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◎令和5年度実施内容 
NO. 日 程 対象 人数 内 容 

1 6 月 13 日（火）  
14日（水） 

トルコ・チャナッカ

レ大学の学生 
6名 

トルコの大学で日本語を学ぶ学生に、日本の

文化を実際に体感してもらう。 

2 ８月２９日（火） 
斑鳩町内の高校生 

関西の留学生 
20名 

日本文化の講義ののち､地元ボランティアガイ

ドの案内で法隆寺を見学。 

ワークショップで振り返る。 

3 
９月４日（月） 

～７日（木） 

首都圏留学生と関西

の日本人学生 
１２名 

日本文化の講義の後、ガイド案内で、伊勢～

奈良～宇治～京都～大阪を訪問・見学。ワー

クショップで振り返りを行った。 

4 １０月２８日（土） 
岸和田高校生 

関西の留学生 
１３名 

日本文化の講義ののち、ガイドの案内で岸和

田城などを見学。ワークショップで振り返り

を行う。 

5 １１月１８日（土） 
地元高校生 

関西の留学生 
２５名 

日本文化の講義ののち、ガイドの案内で姫路

城などを見学。ワークショップで振り返りを

行う。 

6 5月 4日（木・祝） 親子  

「わくわくキッズパーク＠北御堂」 
イベントに参加した親子を対象に、「タイムス

リップ号」体験、クイズなどを実施。 

倶楽部案内チラシ配布。 

7 7月 29日（土） 小・中学生と保護者 5組 13名 

「家族 DE 文楽 夏休み、家族で「文楽」を

みに行こう！」 
夏休み文楽特別講演鑑賞後、「歴史街道特別教

室」にて人形遣い体験。 

8 12月３日（土） 家族 ３組８名 

「地域の歴史を体感しよう！「たんじりと

城」のまち岸和田の歴史」。地元ボランティア

ガイドの案内で岸和田城とだんじり会館を見

学。最後に振り返りを行った。 

9 12月 16日（土） 小・中学生と保護者 4組 10名 奈良教育大学共催 斑鳩で木の匠になろう  

 

④通訳案内士、一般向けプログラムの実施 

・関西の魅力を伝えていただく通訳案内士への情報提供を目的に､関西観光本部の

協力の下､首都圏において本プログラムを展開。旅行閑散期となる 12 月 14 日

（木）首都圏においてオンラインを併用して実施した。 

－12月 14日（木） TKP東京駅大手町カンファレンスセンター＆ZOOM配信 

 「大阪城の魅力」跡部 信氏 大阪城天守閣研究主幹 

「食の都・大阪まち歩きの魅力」  

森 なおみ氏 株式会社インプリージョン プロデューサー 

「日本遺産のまち丹波篠山の魅力」田川 剛氏 農家民宿 DEN 

「万博プラス関西観光推進事業等について」 

野村 昌彦氏 EXPO2025関西観光推進協議会 事務局長  

「大阪・関西万博について」  

川村 泰正氏 公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会機運醸成局 

 地域・観光部 審議役 

76名申込（会場・Zoomおよび見逃し配信を行った） 
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３．実施体制の整備 

（１）講義講師の育成、人材確保と多言語対応力の強化 

・講師７名（内部１名、外部６名）体制にて継続運営をおこなった 

・講義言語は、日本語、英語、スペイン語、フランス語、中国語を常時対応 

・講義資料は、国連公用語を軸に翻訳版を整備 

 常時更新（日本語、英語、スペイン語、フランス語、中国語） 

必要時更新（ロシア語、アラビア語） 

（２）講師・ガイドミーティングの実施 

   1月 15日（月）、プログラムにご協力いただく講師、ガイド（全国通訳 

案内士）の方々と情報共有および講義資料の検討を行った。 

 

４．日本文化体感プログラムの積極的な国際発信と国内広報 

（１）ＷＥＢ、ＳＮＳを活用した発信 

・Facebookなどで事業告知および実績を行っている。 

 

５．特別企画 

教材開発・普及活動「歴史街道・タイムスリップ号」の充実 

令和３年度に子どもゆめ基金の助成を受けて制作したプログラムについて、更な 

る充実を図るために取り組んでいる。 

 （１）普及活動の実施（令和４年度から３か年） 

    関西圏、首都圏などの高校に向けて、プログラムについてＰＲを行う。 

    関係団体および、協議会の広報媒体を使ってプログラムについての周知 

    を行っている。 

    ・月刊「歴史街道」広告ページでのＰＲ 

    ・1月 7日（日）、奈良教育大学で実施された日本 ESD学会第７回近畿地方 

研究会研究会においてプログラムのＰＲを実施。 

 

 （２）コンテンツの充実 

    映像による紹介（奈良、明日香、宇治、大阪、神戸制作済）について、伊勢

および明日香から伊勢編について制作。Youtube で配信、協議会 WEB ペー

ジに UPした。 

【伊勢本街道＆伊勢①】 

倭姫を追って柄杓と共に出発！ https://youtu.be/sCnXwnDyOuU 

【伊勢本街道＆伊勢②】 

伊勢神宮、古式の参拝ルートをたどる！   

https://youtu.be/Qr2NWxqO5O8 

【伊勢本街道＆伊勢③】 

ついに明かされる?!お伊勢参り柄杓の謎   

https://youtu.be/JtKBryYwVmw 
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Ⅳ．フォーラム・展示事業等 

（事業目的・方針） 

地域にある歴史・文化遺産などにまつわる見聞を通じて地域の伝統・文化を学ぶ機会を

積極的に提供することで歴史街道の存在価値を示す。 

 

（事業項目） 

１．大阪府立中央図書館共催講演会＆展示 

（１）パネル展示「関西の日本遺産」 

  期 間：６月２８日（水）～７月１７日（月・祝） 

   時 間：９時～１９時（土日祝祭日は９時～１７時） 

   場 所：大阪府立中央図書館１階展示コーナーＢ 

   費 用：無料 

   内 容：「北前船寄港地・船主集落」「竹内街道」「西国三十三

観音巡礼」「旅引付と二枚の絵図が伝えるまち」「女

性とともに今に息づく女人高野」「葛城修験」ほか大

阪府と近畿の日本遺産。 

 

（２）関連講演会 

   第 1回 ７月８日（土）１４：００～１５：３０ 

太子町まちづくり推進部 観光産業課 課長補佐 鍋島 隆宏氏 

『最古の官道「竹内街道・横大路（大道）」1400年のス  

トーリーをひも解く ～道が紡いだ歴史と文化～』 

   第 2回 ７月１４日（金）１４：００～１５：３０ 

     河内長野市環境経済部産業観光課 山川 綾子氏 

    『日本遺産のまち かわちながの』                        

    場 所：大阪府立中央図書館２階多目的室 

 

２．歴史文化遺産フォーラムの開催（関西広域連合共催） 

  「文化観光から見た民俗芸能」 

日 時：２月１２日（月・祝） 

  場 所：徳島市シビックセンター さくらホール  

講演１：「日本の民俗芸能 ～文化観光としての可能性～」 

川森 博司 氏（神戸女子大学文学部教授） 

講演２：「地域の誇り・民俗芸能を次代へとつないでいくた  

めに」 

大原 学 氏（一般社団法人マツリズム代表理事） 

デモンストレーション：「阿波人形浄瑠璃」 

佐藤憲治 氏（徳島県立阿波十郎兵衛屋敷館長） 
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ディスカッション：「文化観光から見た民俗芸能」 

  パネリスト 池田 順子 氏（徳島県阿波踊り協会副会長 

新のんき連連長） 

大原  学 氏 

田村 卓巳 氏（福知山踊振興会会長） 

        川森 博司  氏 ※コーディネーター 

４７名参加         

  当日の模様は、映像で記録し、Youtubeにて配信。協議会 WEBページに公開した。 

     

                                                                                       

 

３．紀伊山地三霊場フォーラムの開催（紀伊山地三霊場会議共催） 

11月 14日（火）、なんばスカイオにおいて「たどる足跡つなげる思い～弘法大師の 

教えと現在（いま）～」を開催（Ⅱ－（２）参照） 

                                   

  



- 17 - 
 

Ⅴ．歴史街道倶楽部事業 

（事業目的・方針） 

歴史街道計画実現のための応援団であり、かつ当該計画の検証機能を果たすための組織

であるという位置づけに沿った活動に注力する。首都圏での認知度向上・会員増を目指

すべく、首都圏における情報発信・活動を継続・強化していく。 

 

（事業項目） 

１．会員誌『歴史の旅人』の発行 

（１）テーマ、地域を選定した特集を設定し、春号、夏号、秋号、冬号の年４回発行。 
VOL 発行 特集 クローズアップ人 歴史の舞台を訪ねる 

115 
夏号 

（6月 20日） 
福井県 嶺南地域 

氣比神宮  

宮司 桑原 宏明氏 

福井県美浜町・若狭

町 時を刻む湖にて 

116 
秋号 

（9月 20日） 
滋賀県 湖東・湖北地域 

彦根城博物館  

館長 井伊 岳夫氏 

滋賀県 長浜市 

北国 戦国の道            

117 
冬号 

（12月 20日） 
兵庫県 姫路市ほか 

日本玩具博物館  

館長 井上 重義氏 

兵庫県 姫路市 

姫たちの白鷺城 

118 
春号 

（3月 20日） 
奈良県 明日香村ほか 

明日香村 教員委員会 

文化財課 西光 慎治氏 

奈良県 大和郡山市 

桜薫る名君の城 

 

（２）会員誌の有効活用 

閲覧誌として多くの方々の目に触れるよう、公共図書館や関係

団体の文化施設、高校等に寄贈した。 

配架状況（２０２４年３月末現在） 

・図書館：関西圏 １１７館、首都圏 １３１館、中京圏 ７館  

参考資料①図書配架状況参照                          

・高校：大阪府立高校１７９校、兵庫県立高校１６２校 

 

２．歴史・文化に触れるイベントの開催 

（１）イベントの更なる魅力度向上 

会員誌特集地域関連や街道歩きを行う「歴史のまちウォーク」においては、マ

イクロツーリズムの観点から、短時間でもまちの歴史文化に触れるようなメニ

ューを企画・実施する。新型コロナウイルスの影響により、大規模での開催に

ついては未だ十分な検討を要するものの、「歴史街道ならでは」のイベントを引

き続き開催している。 

（２）オープンイベントの実施 

新規会員獲得につながるよう､会員以外を募集するなどオープンイベントを実施

し､参加間口を拡大する｡ 

・オープンイベントのセミナー（歴史街道関西講演会）を実施。 

 講演タイトル: 戦国～江戸～近代 大阪の歴史を講談で語り、地形で読み解く 

 日時：１１月２３日（木・祝） 

会場: 大阪大学中之島センター 佐治敬三ホール 

講師：玉田玉秀斎氏（講談師） 

船越 幹央氏（大阪大学総合学術博物館副館長） 

 参加者数：１８７名 
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（３）首都圏企画の継続開催と強化 

伝統芸能鑑賞会、歴史ウォークを継続して開催するとともに､新たな共催セミナ

ーの開催などで、首都圏での認知度向上と新規会員獲得を図っていく。協議会

会員団体の東京事務所等に働きかけ､施設等での協議会情報発信を依頼してい

く。 

・７月８日（土） 伝統文化交流協会と共催で、国立演芸場７月上席公演『真

打昇進披露公演』を開催した。 

・１１月１２日（日） 伝統文化交流協会と共催で、東京歌舞伎座 吉例顔見

世大歌舞伎【昼食・歌舞伎鑑賞（昼の部）】（解説者：高木秀樹 氏による事前解

説付き）を開催。 

 

（４）他団体との連携 

   近鉄文化サロン､近畿文化会の共催講座に加え､他の会員団体とも連携を図る。 

  ・上記団体および伝統文化交流協会との共催によるセナミーを実施。 

  ・近畿文化会および近鉄文化サロンと共催して、ユリイカ講座を新設。 

   ・阪急たびコト塾と共催し、歴史や伝統芸能に関する講座を新設。 

 

◇イベント開催実績 

歴史のまちウォーク（全 30回） 

開催日 内容 開催場所 参加人数 

4月 5日(水) 聖徳太子の法隆寺への想いにふれる～″ホトケ女子目

線″で巡る法隆寺～Ａ 
奈良県 斑鳩町 41名 

4月 8日(土) 西国街道を行く～第 4回 芥川宿・今城塚古墳編～Ｃ 大阪府 高槻市 27名 

4月 15日(土) 聖徳太子の法隆寺への想いにふれる～″ホトケ女子目

線″で巡る法隆寺～Ｂ 
奈良県 斑鳩町 29名 

4月 22日(土) 
「だんじりの町」岸和田で岸和田城と城下町の歴史にふ

れるＡ 
大阪府 岸和田市 24名 

4月 27日(木) 
「だんじりの町」岸和田で岸和田城と城下町の歴史にふ

れるＢ 
大阪府 岸和田市 33名 

5月 13日(土) 
古代豪族・物部氏の本拠地をめぐる～総氏神・石上神宮 

と布留遺跡～Ａ 
奈良県 天理市 34名 

5月 17日(水) 
古代豪族・物部氏の本拠地をめぐる～総氏神・石上神

宮と布留遺跡～Ｂ 
奈良県 天理市 35名 

5月 20日(土) 西国街道を行く～第 5回 西宮から芦屋川編～Ａ 兵庫県 
西宮市・

芦屋市 
39名 

5月 28日(日) 西国街道を行く～第 5回 西宮から芦屋川編～Ｂ 兵庫県 
西宮市・

芦屋市 
31名 

5月 30日(火) 西国街道を行く～第 5回 西宮から芦屋川編～Ｃ 兵庫県 
西宮市・

芦屋市 
38名 

6月 3日(土) 
織田信長の夢のあと－安土城と城下町を歩く－追加開

催 
滋賀県 

近江八幡

市 
26名 
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開催日 内容 開催場所 参加人数 

6月 10日(土) 織田信長の夢のあと－安土城と城下町を歩く－ 滋賀県 
近江八幡

市 
33名 

9月 30日(土) 
宝塚市内の街道あるきで2つの古い神社と宿場町を訪ね

るＡ 
兵庫県 宝塚市 36名 

10月 4日(水) 
宝塚市内の街道あるきで2つの古い神社と宿場町を訪ね

るＢ 
兵庫県 宝塚市 35名 

10月 14日(土) 
やさしい京都の近代建築めぐり－四条通・三条通を中心

に－Ａ 
京都府 京都市 20名 

10月 21日(土) 井伊家の歴史をたどる ～彦根城と彦根城博物館～ 滋賀県 彦根市 28名 

10月 28日(土) 
やさしい京都の近代建築めぐり－四条通・三条通を中心

に－Ｂ 
京都府 京都市 20名 

11月 7日(火) 
奈良好き・仏像好きのホトケ女子目線で巡る薬師寺と唐

招提寺Ａ 
奈良県 奈良市 34名 

11月 11日(土) 
【東京】東京浅草寺ガイド～浅草神社正式参拝と江戸前

料理を楽しむ～ 
東京都 台東区 8名 

11月 18日(土) 
奈良好き・仏像好きのホトケ女子目線で巡る薬師寺と唐

招提寺Ｂ 
奈良県 奈良市 30名 

11月 28日(火) 西国街道を行く～ 第 6回 御影から三宮編～Ａ 兵庫県 神戸市 36名 

12月 9日(火) 西国街道を行く～ 第 6回 御影から三宮編～Ｂ 兵庫県 神戸市 29名 

12月 19日(火) 西国街道を行く～ 第 6回 御影から三宮編～Ｃ 兵庫県 神戸市 25名 

1月 27日(土) 京街道を行く ～第 1回 大津から山科編～Ａ 滋賀県 大津市 19名 

2月 10日(土) 京街道を行く ～第 1回 大津から山科編～Ｂ 滋賀県 大津市 34名 

2月 17日(土) 
史跡和泉黄金塚古墳へ登ろう！！～古墳時代の足跡を

たどる 
大阪府 和泉市 31名 

2月 23日(金) 
平安京・聚楽第・二条城－変貌する都市・京都の歴史を

歩く－Ａ 
京都府 京都市 23名 

3月 9日(土) 
平安京・聚楽第・二条城－変貌する都市・京都の歴史を

歩く－Ｂ 
京都府 京都市 24名 

3月 26日(火) 
“ホトケ女子”と巡る元興寺・十輪院・興善寺～ならま

ち編～Ａ 
奈良県 奈良市 35名 

3月 30日(水) 
“ホトケ女子”と巡る元興寺・十輪院・興善寺～ならま

ち編～Ｂ 
奈良県 奈良市 34名 

    

歴史ものがたりセミナー（全 8回） 

開催日 内容 講師 参加人数 

5月 10日(水) 
俗信・民間信仰から紐解く異界―「異界彷徨―

怪異・祈り・生と死―」への手招き― 

大阪歴史博物館 学芸員 

俵 和馬氏 
22名 
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7月 22日(土) 
いまに残る一乗谷の記憶 ～越前朝倉氏と明智

光秀のつながりを中心に～ 

福井市おもてなし観光推進

課 主幹 白嶋祐司氏 
36名 

7月 29日(土) 「結成１６０年記念新選組の実像に迫る」 

幕末維新ミュージアム・霊

山歴史館  

学芸課長 木村 武仁氏 

47名 

8月 2日(水) 宇治のまち、茶、そのものを知る。Ａ 

お茶と宇治のまち歴史公園

茶づな 主任学芸員・コー

ディネーター中畑 伶威氏 

17名 

8月 5日(土) 宇治のまち、茶、そのものを知る。Ｂ 

お茶と宇治のまち歴史公園

茶づな 主任学芸員・コー

ディネーター中畑 伶威氏 

14名 

11月 10日(金) 
「新発見! なにわの考古学 2023」にて、古（い

にしえ）の大阪に想いを馳せる 

大阪歴史博物館 学芸員 

杉本 厚典氏 
11名 

11月 25日(土) 【人間国宝】大倉源次郎氏による能楽セミナー 

小鼓方大倉流能楽師、公益

社団法人能楽協会 副理事

長 大倉 源次郎氏 

20名 

2月 22日(木) 

日本の肖像画の世界―特集展示「描かれた人た

ち」のご紹介を中心に―=近松・人麿・房次郎・

瓢遊・秀吉 

大阪歴史博物館 学芸員 

岩佐 伸一氏 
19名 

 

伝統芸能鑑賞会 ※伝統文化交流協会共催（全 2回） 

実施日 イベント内容 開催場所 参加人数 

7月 8日(土) 国立演芸場７月上席公演『真打昇進披露公演』※1 国立演芸場 9名 

11月 12日(日) 
【東京】 吉例顔見世大歌舞伎【昼食・歌舞伎鑑賞

（昼の部）】※1 
歌舞伎座  46名 

※1首都圏開催 

 

歴史・文化セミナー ※近鉄文化サロン主催・近畿文化会協力（全 12回） 

実施日 イベント内容 講 師 参加人数 

4月 1日(土) 親鸞 生涯と名宝 
京都国立博物館 研究員 

上杉 智英 氏 
48名 

5月 20日(土) 
奈良県（天理・吉野）の近代建築 

-知られざる武田五一の作品を中心に-  

京都華頂大学 教授 

川島 智生 氏 
30名 

6月 3日(土） 坂上田村麻呂 ～北方の王者～ 
京都女子大学 名誉教授 

瀧浪 貞子 氏 
33名 

7月 1日(土) 
平安京の貴族邸宅を考える -発掘調査

からみた寝殿造邸宅の源流- 

近畿大学 教授 

網 伸也 氏 
33名 

8月 5日(土) キトラ古墳壁画の十二支像を再考する 
阪南大学 教授 

来村 多加史 氏 
54名 

9月 2日(土) 土器から見た古代の食生活 

奈良文化財研究所 都城発掘調査部

（飛鳥・藤原地区）考古第二研究室

長 森川 実 氏 

36名 

10月 7日(土) 
正倉院の歴史と宝物 -正倉院展を前に

- 

宮内庁正倉院事務所 宝物調査員 

杉本 一樹 氏 
52名 

11月 4日(土) 古墳を築く 
京都橘大学 名誉教授 

一瀬 和夫 氏 
36名 

12月 2日(土) 
卑弥呼とヤマト王権‐邪馬台国とは何

であったか‐ 

桜井市纏向研究センター 所長 

寺澤 薫 氏 
67名 

1月 6日(土) 
萬葉人のお正月‐こめられた祈りをひ

もとけば‐ 

大阪市立大学 名誉教授 

村田 正博 氏 
52名 
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実施日 イベント内容 講 師 参加人数 

2月 3日(土) 
河川でつながる佐紀古墳群‐東から西

へ‐ 

関西大学 非常勤講師 

今尾 文昭 氏 
42名 

3月 2日(土) 紫式部と斎王 
斎宮歴史博物館 学芸員 

榎村 寛之 氏 
32名 

 

連続講座 ユリイカ ※近鉄文化サロン・近畿文化会共催（全 4回） 

実施日 イベント内容 講 師 参加人数 

11月 4日(土) 第 1回 磐井の乱と大和王権 
大阪府文化財センター 

森本 徹 氏 
78名 

12月 2日(土) 第 2回 武蔵国造の乱と大和王権 
大阪府文化財センター 

森本 徹 氏 
74名 

1月 6日(土) 第 3回 吉備の反乱と葛城氏の盛衰 
大阪府文化財センター 

森本 徹 氏 
96名 

2月 3日(土) 
第 4 回 丁未の編-蘇我・物部戦争の実

像 

大阪府文化財センター 

森本 徹 氏 
93名 

 

セミナー ※阪急たびコト塾・歴史街道倶楽部共催（全 8回） 

実施日 イベント内容 講 師 参加人数 

10月 16日(月) 
神話のゆかりの地を訪ねて橿原神宮・住

吉大社 

元産経新聞編集長 

安本 寿久 氏 
12名 

11月 11日(土) 
皇室の歴史と寺社 第 1 回 桓武天皇

と延暦寺 

京都宮廷文化研究所代表理事 京都

産業大学准教授 久禮 旦雄 氏 
24名 

11月 14日(火) 
「お酒」をテーマに落語と講談、そして

ゲストと語る 

講談師 旭堂 南龍 氏、 

落語家 桂 紋四郎 氏 
16名 

12月 22日(金) 
幕末維新よもやま話！坂本龍馬の伏見

を歩く 

京都産業大学文化学部准教授 

笹部 昌利 氏 
19名 

1月 22日(月) 
古代天皇たちの舞台となる畿内～10 代

崇神から 12景行～ 

元産経新聞編集長 

安本 寿久 氏 
37名 

1月 22日(月) 
浪曲！忠臣蔵」一年でたどる義士たちの

足跡～「刃傷松の廊下」 

浪曲師 真山 隼人 氏、 

曲 師 沢村 さくら 氏 
41名 

2月 7日(水) 
皇室の歴史と寺社 称徳天皇と西大寺

‐女帝の寺 

京都宮廷文化研究所代表理事 京都

産業大学准教授 久禮 旦雄 氏 
32名 

3月 5日(火) 
「旅する幕末・維新」‐新選組の京都を

歩く‐ 

京都産業大学文化学部准教授 

笹部 昌利 氏 
25名 

 

 

３．歴史街道倶楽部会員の増強 

（１）入会促進キャンペーンの実施 

魅力的なキャンペーンメニューを検討し、新規会員の獲得を目指す。 

・昨年度に引き続きＷＥＢ（クレジット決済のみ）入会ページを設け、ＷＥＢ

から入会した方は入会金（1,000円）を無料とする。 

・入会金無料キャンペーン 

 期間：１０月 1日（日）～2024年３月３１日（日） 

内容：入会金（１，０００円）を無料とする。また、イベント割引券 

（１，０００円）を進呈。 
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（２）会員特典および会員募集のための関西講演会の開催 
   １１月２３日（木・祝）、大阪大学中之島センター「佐治敬三ホール」におい

て、歴史街道関西講演会「戦国～江戸～近代 大阪の歴史を講談で語り、地形で
読み解く」を開催。 

     歴史街道倶楽部会員は無料、一般の方で当日会員に入会した方は無料として、 
     会員獲得につとめた。（Ⅵ－２－（７）参照） 

 

（３）特別賛助会員募集 

より深く歴史街道を支援していただくため、特別賛助会員の募集を引き続き行

った｡ 

 

（４）魅力ある内容とし継続率を向上する。 

   ・近畿文化会および近鉄文化サロンと共催し、ユリイカ講座を新設。 

   ・阪急たびコト塾と共催し、歴史や伝統芸能に関する講座を新設。 

（５）イベント会場での会員募集 

歴史街道推進協議会および協議会会員団体が実施する講演会、展示､ウォーク等

の会場で会員募集を行う。 

・近鉄文化サロン、阪急交通社たびコト塾参加者に歴史街道倶楽部チラシを配

布。 

（６）協議会会員団体における各種媒体での情報発信、入会案内チラシ配架等の協力

の働きかけ 

協議会会員団体のイントラネット､関連雑誌、フリーペーパー等での会員募集記

事の掲載や、各団体のＯＢ会等において歴史街道倶楽部会員の募集を行う。 

また、主要駅等での入会案内チラシの配架を依頼する。 

・チラシを 30,000部作成し、鉄道会社（近畿日本鉄道、京阪電気鉄道、阪神電

気鉄道、阪急電鉄）の駅構内パンフレットに設置。 

・京阪なぞ解きのキットに歴史街道倶楽部の案内を掲載。 

 

４．Ｗｅｂによる積極的情報発信 

Ｗｅｂサイト・ＳＮＳを有効に活用し、積極的な情報発信を行う。 

 

５．ボランティアスタッフ 

   スタッフ会議への参加、会員誌『歴史の旅人』の編集企画、原稿執筆、イベント企 

画、運営のサポートをしていただくボランティアスタッフを随時募集する。 

・定例会議の開催：年４回開催(４月１２日（水）、７月１３日（木）、 

１０月１２日（木）、１月１１日（木） ) 

・フォーラム活動：歴史街道倶楽部会員が、自らテーマを設けて運営するグループで

あり、活動を通じて、口コミによるＰＲ活動を展開していく。 

 

 



- 23 - 
 

Ⅵ．広 報 

（事業目的・方針） 

歴史街道計画の知名度向上、理念訴求ならびに歴史街道ブランドの価値向上を図ると

ともに、歴史街道各地の魅力を発信する。 

ＳＮＳを最大限に活用した広報活動等、新しい時代に合った広報活動の展開と、引き

続き若年層へ向けた情報発信を行う。また、２０２５年大阪・関西万博開催を意識し

た情報発信を行う。 

 

（事業項目） 

１．広報活動のさらなる充実 

（１）Instagram投稿キャンペーンの実施 

   第３弾として 10月 1日（日）～11月 31日（木）の期間で実施。 

   2025年に開催される大阪・関西万博に訪れる方にお薦めしたい 

関西のとっておきの場所、モノ、コトの写真を募集した。 

   応募総数 987点。「秋祭り風景」や「紅葉を背景にした寺院」 

など、文字通り「関西のとっておき」の作品を応募いただいた。 

 

 

（２）歴史街道スタンプ＆ガイドキャラクターブック 

『あおぞらわんこの歴史街道ぶらりふらり旅』の活用 

   引き続き、歴史街道倶楽部新規会員に進呈。また、親子を対象としたイベントな 

どにおいて参加者に進呈した。 

 

（３）首都圏での講演会の開催、発信力の強化 

首都圏での知名度向上と、２０２５年大阪・関西万博開催を意識した情報発信の

一環で、3月 18日（月）に東京にて講演会を開催。（５－（２）参照） 

 

２．情報発信 

（１）マスコミ、関係者向けの情報提供 

①メールマガジン「歴史街道 なう」（毎月第４木曜日）の発信 

 協議会会員団体担当者へ、毎月１回、活動状況について報告 

②イベント等開催時のプレスリリース適時発信 

 

日 付 リリース内容 

7月 7日（金） 南海電車で巡るリアル謎解きゲーム 

「南海旅なぞ TRAIN2023～謎解きは旅の途中で～」の開催につい

て 

8月 21日（月） 
京阪電車・歴史街道推進協議会 連携企画 第 3弾 

京阪電車×リアル謎解きゲーム「京阪電車ナゾ巡り 2023」の開催

について 
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9月 13 日（水） 
歴史街道関西講演会「戦国～江戸～近代 大阪の歴史を講談で語り、地

形で読み解く」の開催について 

9月 13日（水） 「歴史街道倶楽部 入会金無料キャンペーン」実施について 

9月 20日（水） 
Instagram投稿キャンペーン第 3弾 

「歴史街道を楽しもう 2023」の実施について 

9月 27日（水） 
紀伊山地三霊場フォーラム 

 「たどる足跡つなげる思い～弘法大師の教えと現在（いま）～ 」 

10月 18日（水） 
２０２３年度「歴史街道デジタルスタンプラリー」 

11月 2日（木） 
奈良教育大学・歴史街道推進協議会共催プログラム 

「親子で学ぶ奈良 斑鳩で木の匠になろうⅢ」 

12月 21日（木） 
歴史文化遺産フォーラム 

文化観光から見た民俗芸能 ～地域の誇りを次代へとつないでいくため

に～ 

 

 

（２）一般向けの情報提供 

①メールマガジン「ＤＯ楽」（毎月第２木曜日）の発信（配信先約 6,000件） 

 発信日 内 容 

Vol.250 4月 13日（木） 『歴史の旅人』春号発行しました！ 

Vol.251 5月 11日（木） 旅の星 vol.62「高槻 城下町巡り」公開しました 

Vol.252 6月 8日（木） 旅の星 vol.63「大阪船場 近代建築巡り」を公開しま

した 

Vol.253 7月 13日（木） 『歴史の旅人』夏号発行 

Vol.254 8月 10日（木） 魅力再発見 西国街道 2023 講演会開催 

Vol.255 9月 14日（木） 関西講演会「大阪の歴史を講談で語り、地形で読み解

く」開催 

Vol.256 10月 12日（木） 歴史街道倶楽部入会金無料キャンペーン実施中！ 

Vol.257 11月 9日（木） 歴史街道デジタルスタンプラリー実施中 

Vol.258 12月 14日（木） WEB 歴史街道「歴史街道まちめぐり わがまち逸品」

配信中 

Vol.259 1月 11日（木） 歴史文化遺産フォーラム 参加者募集中！ 

Vol.260 2月 8日（木） 歴史街道東京フォーラム 参加者募集中！ 

Vol.261 3月 14日（木） タイムスリップ号 動画「伊勢街道編と伊勢編 2本」

UPしました！ 

 

②月刊「歴史街道」における広告頁記事掲載 
掲載号 協議会告知 - 1頁 - 

4月号 歴史街道倶楽部 WEB入会優待のご案内 
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5月号 歴史街道倶楽部 WEB入会優待のご案内 

6月号 YouTube映像「旅の星」 

7月号 YouTube映像「旅の星」 

8月号 YouTube映像「旅の星」 

9月号 「タイムスリップ号」で時空の旅に出か

けよう 

10月号 「タイムスリップ号」で時空の旅に出か

けよう 

11月号 インスタグラムキャンペーン 

12月号 インスタグラムキャンペーン 

1月号 歴史街道倶楽部入会金無料ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

2月号 歴史街道倶楽部入会金無料ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

3月号 歴史街道倶楽部入会金無料ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

 
③月刊「歴史街道」公式 WEB歴史街道にてコラム「歴史街道まちめぐり わがまち

名品」を連載 

 歴史街道推進協議会の会員団体の地域の歴史文化を連載コラム記事で紹介。 

各まちの歴史とかかわり深い名産品（食品・物品）や文化財（美術品・建築）を

取り上げて紹介しながら、地域の歴史文化を探っていく連載コラム。 

『ＷＥＢ歴史街道』 

https://shuchi.php.co.jp/rekishikaido/detail/10457 

掲載月 内 容 

10月第 1回 三重県伊勢市「伊勢うどん」 

伊勢参りの旅人の腹と心を満たしたうどん 

11月第 2回 平城京以来の墨づくり――「奈良墨」の伝統と魅力をたずねて 

12月第 3回 ごちそう味噌「白味噌」の歴史とは？ 京都の老舗名店に聞く 

1月第 4回 大阪食文化の基礎「昆布」に尋ねる過去と現在 

2月第 5回 神戸開港ともに伝わった「加琲（コーヒー）」を味わう 

3月第 6回 琵琶湖内湖のヨシにたどる日本人の営み 

 

 

④ＣＡＴＶリレー番組「歴史街道～わたしたちのまちの歴史と文化～」放映に対す

る協力 

放映期間 制作会社 放映内容 

4／ 1～15 ZTV 第 368回 最高級の炭「紀州備長炭」の歴史 
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4／16～30 全関西ケーブルビジョン 

 

第 369回 「成田山青龍寺」 鳥取県八頭郡八

頭町 

5／ 1～15 ベイ・コミュニケーションズ 第 370回 人形芝居のルーツとミライ 

5／16～31 テレビ岸和田 第 371回 石垣から見る岸和田城 

6／ 1～15 アドバンスコープ 第 372回 現代に蘇る中世城館跡 

6／16～30 ＢＡＮ－ＢＡＮネットワ

ークス 

第 373回 棋士のまち 加古川 

7／ 1～15 近鉄ケーブルネットワー

ク 

第 374回 水の神が棲まう聖域 天川村 

 

7／16～31 姫路ケーブルテレビ 第 375回 Who arrived in 御着 

8／ 1～15 Ｊ：ＣＯＭ 

 

第 376回 高槻の歴史にふれる～高槻城と城

下町の暮らし～ 

8／16～31 伊賀上野ケーブルテレビ 第 377回 伊賀上野城天守 上棟の日 

9／ 1～15 ＺＴＶ 第 378回 草野鍛冶の歴史 

9／16～30 全関西ケーブルテレビジ

ョン 

第 379回 「虎石山能引寺」 鳥取県八頭郡八

頭町 

10／ 1～15 
ベイ・コミュニケーショ

ンズ 

第 380回 プラネタリウムが映したもうひと

つの星空 

10／16～31 テレビ岸和田 第 381回 地域に根付いた「牛」の文化 

11/1～15 アドバンスコープ 
第 382回 田を潤す矢川隧道～先人はいかに 

水と共生してきたか～ 

11/16～30 
ＢＡＮ－ＢＡＮネットワ

ークス 
第 383回 東播磨とため池 

12/1～15 
近鉄ケーブルネットワー

ク 

第 384回 旧トンネルを拠点とした地域の 

活性化事業 

12/16～31 姫路ケーブルテレビ 
第 385回 世界遺産姫路城のもと大名行列を 

再現！ 

1/1～15 J：COM 
第 386回 幻の都・長岡京～よみがえる歴史 

と文化～ 

1/16～31 伊賀上野ケーブルテレビ 
第 387回 徳川家康、人生最大の危機  

伊賀越えを推理する 

2/1～15 ＺＴＶ 第 388回 陶芸家「川喜田半泥子」 

2/16～29 
全関西ケーブルテレビジ

ョン 

第 389回 「立野遺跡出土品展」和歌山県 

西牟婁郡すさみ町 

3/1～15 
ベイ・コミュニケーション

ズ 

第 390回 お金ってなあに？紙をお金として使

うには 

3/16～31 テレビ岸和田 第 391回 熊野街道をめぐる 
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⑤関西６鉄道の沿線情報誌等、会員団体の媒体での掲出 

ⅰ. 阪急ＴＯＫＫ 

      阪急沿線にある歴史街道各地域の紹介と、協議会事業・倶楽部等の案内 

 
掲載号 掲載自治体 タ  イ  ト  ル 

4月号 高槻市 高槻城公園芸術文化劇場 

5月号 箕面市 箕面公園川床 

6月号 西宮市 西宮市立郷土資料館第 38 回特別展示 

7月号 大阪市 あじわい大阪 

8月号 尼崎市 尼崎市立歴史博物館第９回企画展 

「尼崎紡績－工都尼崎のはじまり－」 

9月号 茨木市 文化財資料館第 39回テーマ展 

「銅鐸をつくる‐弥生時代の鋳造技術‐」 

10月号 大山崎町 大山崎町歴史資料館第 31回企画展 

「記憶のなかの西観音寺-建立から廃仏毀

釈まで-」 

11月号 神戸市 BE KOBE 収穫祭 神戸の生産者たちが集ま

る一日限りのスペシャルマーケット 

12月号 姫路市 姫路城ライトアップイベント「姫路城

Castle History 30th鏡花水月」 

1月号 猪名川町 令和 5 年度多田銀銅山悠久の館企画展 

東・多田銀銅山と西・生野銀山 

2月号 協議会 デジタルスタンプラリー実施中  

歴史スポットを巡り、賞品をもらおう 

3月号 宝塚市 宝塚市制 70周年記念！  

第 7回宝塚だんじりパレード 

 

 

   ⅱ.ＪＲふれあいハイキングだよりでのＰＲ 

     春、夏、秋号にて、 

歴史街道推奨コースの設定、告知を行った。 

 

ⅲ. 関西経済連合会機関紙『経済人』 

掲載号 タ  イ  ト  ル 

5月号 
日本文化体感プログラム・ 

歴史街道倶楽部 

8月号 
日本文化体感プログラム・ 

歴史街道倶楽部 
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ⅳ. ＣＡＴＶリレー番組「歴史街道～わたしたちのまちの歴史と文化～」内 

での告知 

放映期間 タ  イ  ト  ル 

4/1～15 デジタルスタンプラリー「資料館・博物館を巡ろう！編」 

5/1～15 デジタルスタンプラリー「資料館・博物館を巡ろう！編」 

6/1～15 歴史街道倶楽部 

7/1～15 歴史街道倶楽部 ※7月からリニューアル 

8/1～15 歴史街道倶楽部 

9/1～15 歴史街道倶楽部 

9/16～30 歴史街道倶楽部 

10/1～15 歴史街道倶楽部 

10/16～31 歴史街道倶楽部 

11/1～15 歴史街道倶楽部 

11/16～30 歴史街道倶楽部 

12/1～15 歴史街道倶楽部 

12/16～31 歴史街道倶楽部 

12/16～31 歴史街道倶楽部 

1/1～15 歴史街道倶楽部 

1/16～31 歴史街道倶楽部 

2/1～15 歴史街道倶楽部 

2/16～29 歴史街道倶楽部 

 

ⅴ. デジタルサイネージを活用した情報発信 

・近鉄全線の駅の情報表示板において放映 

 

 

 

 

 

 

 

⑥歴史街道ｉセンター（情報発信拠点３８か所）および大阪国際会議場での掲出 

 

（３）協議会会員団体の持つ媒体との連携 

会員団体支援のもと、各団体の持つ様々な媒体との連携広報活動を行う。 

①会員団体ＨＰへの協議会ロゴ（含歴史街道計画を応援しています）の掲出依頼 

②各社のイントラネット、社内報、ＰＲ誌などでの協力依頼 

 

（４）歴史街道ｉセンターの活性化 

歴史街道ｉセンターを歴史街道の情報拠点として、継続して活用する。 

定期的訪問等により情報発信ポイントとしての維持・活性化を図る。 

※歴史街道ｉセンターの機能 



- 29 - 
 

 ・歴史街道情報の提供 

 ・歴史街道の主催、後援等の事業パンフレット、チラシの配布 

 ・会員団体の観光パンフレットの配布 

 ・歴史街道のぼりの掲出（協力いただける施設のみ） 

 ・歴史街道案内映像の上映（協力いただける施設のみ） 

 

（５）会員団体等が実施する事業への後援・協力 

会員団体、関係団体が開催する歴史・文化に資する活動に対して積極的に後援・

協力を行い、後援イベント等の告知チラシの配布協力など広報効果を増やす。 

・目標件数１００件以上 ２月２７日現在 １０１件 

 
（６）マス媒体への企画提案 

   マスコミに対して、協議会の事業理解と共同企画の実現を働きかける。 

 
（７）一般を対象とした関西講演会の開催 

１１月２３日（木・祝）、大阪大学中之島センター「佐治敬三ホール」におい

て、歴史街道関西講演会「戦国～江戸～近代 大阪の歴史を講談で語り、地形で

読み解く」を開催した。 
講 師：船越幹央氏（大阪大学総合学術博物館副館長、教授） 

玉田玉秀斎氏（講談師） 
内 容：戦国から江戸、近代へ、大阪の歴史を玉田玉秀斎氏が講談で語り、船

越幹央氏が地形で解説。 
 
 
 
 

 
 

３．広報ツールの強化 

（１）協議会ホームページの有効活用 

・より見やすく、わかりやすいホームページを目指し改訂をおこなった。 

・事業進捗に応じたリアルタイムの更新、地域の歴史文化情報の継続的発信を 

実施。 

  

（２）多言語化対応動画の制作・活用 

・YouTube「旅の星」ライブラリーの充実 

パナソニック映像、自治体と連携し、歴史街道各地の紹介映像（日英）を制作、 

配信した。 

Vol.63 大阪船場 近代建築巡り（大阪市） 

   Vol.64 福井城址と一乗谷朝倉氏遺跡（福井市） 

   Vol.65 小浜・若狭 歴史街道（小浜市） 

 

・歴史街道推進協議会公式 YouTubeチャンネルの活用 
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（３）デジタルネットワーク型広報の強化 

・若年層にも届けたい季節の情報、後援イベントなど旬の情報を Facebook、インス

タグラム、メールマガジンなどを活用して発信した。 

 

 

４．ターゲット層の拡大 

（１）マイクロツーリズム推進 
・大阪・奈良歴史街道リレーウォーク実行委員会の 
 リレーウォークイベントに協賛 
 テーマ：「第７幕 わが町の自慢」 
 期間：９月３０日（土）～２０２４年１０月２５日（水） 
 回数：全１５回（３月末で１２回実施） 
 

 
第 1 回堺       第 3 回葛城      第 4 回羽曳野       第 6 回桜井 

  9 月 30 日     11 月 19 日     11 月 25 日     1 月 27 日 
 
・（一社）大阪あそ歩委員会のウォークイベントに協賛 
テーマ：「大阪の古道めぐり」 
期間、回数： ４月８日（土）～６月３日（土）３回実施 

１０月７日（土）～１１月１６日（木）４回実施 
 
 
（２）ゲームオペレーション 
  ・昨年度に続いて京阪電気鉄道、南海電気鉄道の他、新たに近畿日本鉄道および京

都市交通局との共催でリアル謎解きゲームを実施。 

 

●京都市交通局×歴史街道推進協議会協力企画「今日も京都でなぞ旅日記」 

実施期間：2023年 5月 19日（金）～2023年 11月 12日（日） 

     好評により 2024年 2月 29日（木）まで延長 

販売価格：2,500円／初回制作数：3,000セット 

実施エリア：京都市地下鉄・バス(京都、北大路、京都市役所前、四条) 

所要時間：5～6時間程度 

販売状況：6,500セット 
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●南海電車×歴史街道推進協議会連携企画「リアル謎解きゲーム」第 2弾 

実施期間：2023年 7月 21日（金）～2024年 3月 20日（水・祝） 

販売価格：2,500円／制作数：初回 5,000部、増刷 2,000部 

実施エリア：南海高野線、阪堺線、泉北線 

プレスリリース：7月 7日（金） 

販売状況：6,617セット 

 

●京阪電車×歴史街道推進協議会連携企画「京阪電車ナゾ巡り 2023」 

実施期間：2023年 9月 1日（金）～2024年 5月 31日（金） 

販売価格：2,500円／制作数：10,000セット 

実施エリア：京阪本線（寝屋川市、伏見桃山、福見稲荷、出町柳、 

祇園四条） 

所要時間：5～6時間程度 

プレスリリース：8月 21日（月） 

販売状況：6,485セット 3/31時点 

 

●近鉄電車×歴史街道推進協議会協力企画 

「近鉄電車ナゾだらけの列車旅」【生駒山編】 

実施期間：2023年 9月 22日（金）～2024年 5月 31日（金） 

販売価格：2,600円／制作数：6,000セット 

実施エリア：近鉄奈良線、生駒ケーブル線等（東花園、生駒、宝山寺、  

石切、新石切、荒本、大和西大寺） 

所要時間：5～6時間程度 

販売状況：5,514セット 3/31時点 

 

●阪神甲子園球場×歴史街道推進協議会協力企画 

阪神甲子園球場 100 周年記念「甲子園球場 100 年の謎」 

実施期間：2024年 3月 15日（金）～2024年 12月 1日（日） 

販売価格：2,000円／制作数：3,000セット 

実施エリア：阪神甲子園球場および浜甲子園周辺 

所要時間：3～4時間程度 

販売状況：426セット 3/31時点 

 

５．首都圏広報の強化 

コロナ禍の影響を考慮しつつ、フォーラム・展示会の定例開催や広報物等を定例配

布することで、首都圏での情報発信力を高める。 
（１）阪急たびコト塾でのセミナー開催 
    7月 4日（火） 東海道 57次の魅力と見所  
            講師：志田 威氏 

（東海道町民生活歴史館 館主兼館長） 
    3 月 14 日（木）キトラ古墳を徹底解明する！ 
            講師：相原 嘉之氏 
           （奈良大学文学部文化財学科准教授） 
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（２）東京フォーラム開催 
   3 月 18 日（月）、関西経済連合会との共催で、東京で歴史街道東京フォーラム 

「未来へ続く歴史街道～日本の歴史・文化・伝統を次の世代にも伝えたい～」を開

催。２７５名の申込で、当日２００名が参加した。 
歴史・文化・伝統を継承しておられる方々をお招きし、次の世代へと継承していく

意義、活動への想いを、それぞれの活動を通してお話いただいた。 
日 時：2024 年 3 月 18 日（月）13：00～16：00 
会 場：日本橋公会堂（東京都中央区） 

  内 容：特別講演 彬子女王殿下 
      パネルトーク「日本の歴史・文化・伝統を次の世代に」 
       パネラー 池坊 専宗氏（華道家・写真家） 
             吉岡 更紗氏（染司よしおか六代目） 
       コーディネーター 
                    千種 清美氏（文筆家・皇學館大學非常勤講師） 
  当日撮影した記録映像は、Youtubeで公開 

     特別講演    https://youtu.be/GXB-KUOxD5s 

     パネルトーク  https://youtu.be/G4i5_sVNIVk 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．２０２５年大阪・関西万博に向けた取り組み 

２０２５年大阪・関西万博の開催に合わせ、関西に訪れた方々に対して関西の歴史

に親しんでいただく取り組みを検討した。 
 
 
 

Ⅶ．各種の受託研究・受託事業などの実施 

観光庁を始めとした行政・各種財団等が公募する受託事業、助成金事業等の獲得に取り

組み、事業化を図る。 

 

１．助成金事業 

（１）独立行政法人国立青少年教育振興機構子どもゆめ基金助成金に、日本文化体感プ

ログラムを活用した留学生と地元高校生の交流事業として以下の 2 件を応募し、

採択された。 
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  ・「国際交流を体験しよう！ 法隆寺に伝わる７つの不思議を探る！」 

8月 29日（火）実施   

・「国際交流を体験しよう！ お城とだんじりのまち・岸和田の魅力を発見！」 

10月 28日（土）・現地（10月 26日（木）高校生講義・留学生はオンデマ 

ンド）実施 

（2）中島記念国際交流基金に、日本文化体感プログラムを活用した留学生と日本人学生   

との交流事業として以下を応募し、採択された。 

  ・「日本文化体感プログラムを活用した留学生との交流事業」 

      11月 18日（土）・現地（講義はオンデマンド）実施 

 
２．受託事業 

（１）一般社団法人輪の国びわ湖と連携し、サイクルツーリズムシンポジウムなどの事

業を実施 

 

 

 

Ⅷ．協議会運営 

（事業項目） 

１.組織体制の強化、会議体運営 

（１）協議会事務局組織体制の強化 

・事務局スタッフは昨年度と変化なし。 

 

（２）会議体運営※オンライン会議システムと併用して開催 

①総会・理事会  

６月２０日（火） 於：中之島センタービル 

ビデオ会議システム「Zoom」も併用したハイブリッド開催 

令和４（２０２２）年度 事業報告・収支決算 

令和５（２０２３）年度 事業計画・収支予算 

任期満了に伴う役員の改選について 

上記議案について、承認された。 

 

②幹事会  

５月１６日（火） 於：中之島センタービル 

ビデオ会議システム「Zoom」も併用したハイブリッド開催。総会・理事会に

先立ち、提出議題について審議を行った。 

 

③専門部会  

  第１１期中期計画作成に関する会議を３回実施した。 

  第１回 １１月６日（火） 於：中之島センタービル 

  第２回 １月１７日（水） 於：中之島センタービル 

  第３回 ２月２８日（水） 於：中之島センタービル 
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④全体会議  

第１回全体会議：４月２７日(木) 

ビデオ会議システム「Zoom」も併用したハイブリッド開催。 

令和４（２０２２）年度決算案について 

令和５（２０２３）年度予算案について 

 

第２回全体会議：９月２８日（木） 於：中之島センタービル 

ビデオ会議システム「Zoom」も併用したハイブリッド開催 

令和５（２０２３）年度上期事業の進捗状況 

会員団体からのＰＲ  

 

第３回全体会議：３月１２日（水） 於：中之島センタービル 

ビデオ会議システム「Zoom」も併用したハイブリッド開催 

令和５（２０２３）年度事業の進捗状況 

令和６（２０２４）年度事業計画 

第１１期中期計画案 

会員団体からのＰＲ  

 

⑤勉強会  

９月２８日（木） 於：中之島センタービル 

「なぞときを活用した地域活性化事例」 

講師：株式会社フラップゼロアルファ 代表取締役 松田 哲氏  

 

⑥現地見学会（参加団体 １３団体、参加人数 １５名） 

    日時：１０月６日（金） 

    場所：宇治市（お茶と宇治のまち歴史公園茶づな、史跡宇治川太閤堤跡等） 

テーマ：「日本茶 800年の歴史」を中心とした観光誘致への取り組みについて 

内 容：２０２１年１０月にオープンした「宇治茶の魅力」と「宇治の歴

史・文化」を知ることができる施設「茶づな」にて、宇治の歴史、お茶の文

化を学んだ後、宇治神社、宇治上神社などを訪れ、平安貴族も好んだ風光明

媚な宇治の魅力に触れていただいた。 

 

（３）歴史街道第１１期中期計画の策定について 

・２０２３年度は、第１０期計画の最終年度に当たることから、第１０期計画の

成果と課題を総括し、２０２４年度から３か年の事業指針となる「歴史街道第

１１期中期計画」の事業戦略（事業の定義、事業目標、事業方針等）について

専門部会を３回開催し、中期計画案を作成した。今後、幹事会、理事会・総会

等で審議し決定する。 

 

２.事業推進 

Ⅰ～Ⅵの事業を推進した。 
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３.会員維持・増強および会員との交流機会の拡大 

（１）法人会員の拡大に取り組んだ。 

・４月 1日（土）以降新たに入会された団体 

宗教法人丹生都比売神社、株式会社フラップゼロアルファ 

 

（２）会員との交流の機会を拡げ、法人会員との連携・協力に努めた。 

 

（３）会員を対象とした勉強会や現地見学会等の充実を図った。 

現地見学会の実施 １回  

         日時：１０月６日（金） 

         場所：宇治市（お茶と宇治のまち歴史公園茶づな、史跡宇治川太閤堤跡ほか） 

 

４.要望・提案活動への取り組み 

（１）歴史街道の理念に沿った事業への広報協力金の拡大や公募事業等への積極的な

取り組みを行った。 

（２）歴史街道計画の推進に必要な、国・自治体・企業等との連携事業については、

関係団体に積極的に働きかけ、事業の推進にあたった。 

（３）｢企画提案型事業｣については､会員および関係団体を中心により積極的に企画・

提案を行った。 

（４）２０２５年大阪・関西万博開催に向け、インバウンドを意識した企画提案や運

営に積極的に協力した。 

（５）一般社団法人関西観光本部への参画 

関西広域での観光客誘致の推進を目的とした広域連携ＤＭＯ｢関西観光本部｣に

官民連携団体として参画した。 
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（単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ．資産の部

　１．流動資産

　　現　　金　　　預　　金 36,393,215 43,610,522 △ 7,217,307

　　未　　　　収　　　　 金 2,466,582 3,026,550 △ 559,968

　　前　　　　払　　　　 金 4,327,023 834,974 3,492,049

　　　　流動資産合計 43,186,820 47,472,046 △ 4,285,226

　２．固定資産

　　(１)その他固定資産

　　　電　話　加　入　権 15,000 15,000 0

　　　敷　　　　　　　　 金 4,693,700 4,693,700 0

　　　その他固定資産合計 4,708,700 4,708,700 0

　　　 固定資産合計 4,708,700 4,708,700 0

　   　資産合計 47,895,520 52,180,746 △ 4,285,226

Ⅱ．負債の部

　１．流動負債

     未　　　払　　　金 6,215,400 3,371,877 2,843,523

　　 前　　　受　　　金 25,000 79,500 △ 54,500

     預　　　り　　　 金 404,434 1,963,627 △ 1,559,193

        流動負債合計 6,644,834 5,415,004 1,229,830

　　　　負債合計 6,644,834 5,415,004 1,229,830

Ⅲ．正味財産の部

   一般正味財産

　　　正味財産合計 41,250,686 46,765,742 △ 5,515,056

　　　  負債及び正味財産合計 47,895,520 52,180,746 △ 4,285,226

貸借対照表
[２０２４年３月３１日現在]
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（単位：円）

科　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ．一般正味財産増減の部
  1．経常増減の部
　(1)経常収益　
　　①会　　　費　 　　収 　　入 33,469,846 33,986,975 △ 517,129
　　　　会費収入 25,825,000 25,945,000 △ 120,000
　　　　個人会員会費収入 7,644,846 8,041,975 △ 397,129
　　②事　　　業　　　収　　　入　 198,410 308,410 △ 110,000
　　　　受託事業収入 198,410 308,410 △ 110,000
　　③負　　担　　金　　収　　入 30,556,015 15,350,000 15,206,015
　　　　広報協力金収入 14,750,000 14,000,000 750,000
　　　　共同イベント負担金収入 15,806,015 1,350,000 14,456,015
　　④雑　　　　　 収　　　　　 入 4,496,918 26,111,041 △ 21,614,123
　　経常収益計 68,721,189 75,756,426 △ 7,035,237

　(2)経常費用
　　①事　  業　  費　　支　　出 60,107,344 62,517,882 △ 2,410,538
　　　　会　　　　議　　 　費 668,804 420,077 248,727
　　　　広　　　　報　 　　費　 46,802,428 49,904,106 △ 3,101,678
　　　　給　　料　　手 　 当 9,268,597 9,439,800 △ 171,203
　　　　福　利　厚　生 　費 2,056,126 1,971,378 84,748
　　　　旅　費　交　通　 費 1,311,389 782,521 528,868
　　②管　　理　　費　　支　　出 14,128,901 13,055,785 1,073,116
　　　　福　利　 厚　生　費 224,960 173,199 51,761
　　　　旅　費　 交　通　費 476,260 369,205 107,055
　　　　通　　　　信　 　　費 365,718 412,801 △ 47,083
　　　　消　　耗　　品　　費 4,829,239 3,655,983 1,173,256
　　　　賃　　　　借　　　料 7,300,890 7,318,490 △ 17,600
　　　　水　道　光　熱 　費 272,188 288,170 △ 15,982
　　　　租　　税　　公  　課 74,000 248,100 △ 174,100
　　　　事　　務　　雑　　費 585,646 589,837 △ 4,191
    経常費用計 74,236,245 75,573,667 △ 1,337,422
　　　当期経常増減額 △ 5,515,056 182,759 △ 5,697,815
  2 ．経常外増減の部
　　　 経常外費用
　　　　子どもゆめ基金助成金損失 0 2,011,882 △ 2,011,882
　　経常外費用計 0 2,011,882 △ 2,011,882
　　　当期経常外増減額 0 2,011,882 △ 2,011,882
　　　　一般正味財産期首残高 46,765,742 48,594,865 △ 1,829,123
　　　　一般正味財産期末残高 41,250,686 46,765,742 △ 5,515,056
Ⅱ．正味財産期末残高 41,250,686 46,765,742 △ 5,515,056

２０２３年度正味財産増減計算書
２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日まで
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（単位：円）

科　　　　　目
Ⅰ．資産の部
　１．流動資産

　　　現金預金 36,393,215
        現金手許有高 343,565
　　　　普　通　預　金 27,792,422
　　　　　　三井住友銀行大阪本店営業部 7,302,001
　　　　　　三菱ＵＦＪ銀行中之島支店 16,259,948
　　　　　　りそな銀行堂島支店 398,714
　　　　　　南都銀行大阪支店 3,831,759
　　　　郵便振替　 8,257,228
　　　　　　ゆうちょ銀行　（歴史街道倶楽部) 4,353,184
　　　　　　　　　　　同　 　（歴史街道倶楽部事務局） 2,863,217
　　　　　　　　　　　同　　 （歴史街道推進協議会） 1,040,827
　　　 未   収   金　 2,466,582
        前　払　 金 4,327,023
　　　 流動資産合計 43,186,820
　２．固定資産

　　(１)その他固定資産

　　　電　話　加　入　権 15,000
　　　敷　　　　　　　　 金 4,693,700
　　その他固定資産合計 4,708,700
　　固定資産合計 4,708,700
　　資産合計 47,895,520
Ⅱ．負債の部

　１．流動負債

      未払金　　 6,215,400
　　　前受金 25,000
　    預り金　　　 404,434
           所得税 73,580
　　　　　雇用保険 157,610
　　　　　健康保険 53,638
　　　　　厚生年金 95,160
　　　　　介護保険 4,446
　　　　　その他 20,000
        流動負債合計 6,644,834
　　　　負債合計 6,644,834
　　　　　 正味財産 41,250,686

財産目録
[２０２４年３月３１日現在]

金　　　　　　額
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財務諸表に対する注記 

 

１．重要な会計方針 

 

（１）消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方針によっている。 
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（単位：円）

科　　　目 予算額（ａ） 決算額（ｂ） 差　異（ａ－ｂ）

Ⅰ．事業活動収支の部
  1．事業活動収入

　　①会　　　費　 　　収 　　入 35,023,000 33,469,846 1,553,154
　　　　会費収入 25,745,000 25,825,000 △ 80,000
　　　　個人会員会費収入 9,278,000 7,644,846 1,633,154
　　②事　　　業　　　収　　　入　 350,000 198,410 151,590
　　　　受託事業収入 350,000 198,410 151,590
　　③負　　担　　金　　収　　入 40,800,000 30,556,015 10,243,985
　　　　広報協力金収入 14,750,000 14,750,000 0
　　　　共同イベント負担金収入 26,050,000 15,806,015 10,243,985
　　④雑　　　　　 収　　　　　 入 5,629,000 4,496,918 1,132,082

　　事業活動収入計 81,802,000 68,721,189 13,080,811

　２．事業活動支出
　　①事　  業　  費　　支　　出 71,964,000 60,107,344 11,856,656
　　　　会　　　　議　　 　費 800,000 668,804 131,196
　　　　広　　　　報　 　　費　 58,934,000 46,802,428 12,131,572
　　　　給　　料　　手 　 当 9,500,000 9,268,597 231,403
　　　　福　利　厚　生 　費 1,870,000 2,056,126 △ 186,126
　　　　旅　費　交　通　 費 860,000 1,311,389 △ 451,389
　　②管　　理　　費　　支　　出 13,185,000 14,128,901 △ 943,901
　　　　福　利　 厚　生　費 240,000 224,960 15,040
　　　　旅　費　 交　通　費 200,000 476,260 △ 276,260
　　　　通　　　　信　 　　費 415,000 365,718 49,282
　　　　消　　耗　　品　　費 3,600,000 4,829,239 △ 1,229,239
　　　　賃　　　　借　　　料 7,530,000 7,300,890 229,110
　　　　水　道　光　熱 　費 280,000 272,188 7,812
　　　　租　　税　　公  　課 300,000 74,000 226,000
　　　　事　　務　　雑　　費 620,000 585,646 34,354

　　事業活動支出計 85,149,000 74,236,245 10,912,755

　　事業活動収支差額 △ 3,347,000 △ 5,515,056 2,168,056

Ⅱ．予備費支出 38,710,042 0 38,710,042

　　当期収支差額 △ 42,057,042 △ 5,515,056 △ 36,541,986

　　前期繰越収支差額 42,057,042 42,057,042 0

　　次期繰越収支差額 0 36,541,986 △ 36,541,986

２０２３年度収支計算書
２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日まで
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　　　　　　 ①資金の範囲について

　　　　　　　 　 資金の範囲には、現金預金、未収金、前払金、立替金、仮払金

　　　　　　　 　 未払金、前受金、仮受金、預り金を含めている。

　　　　　　 　　 なお、前期末および当期末残高は、②の通りである。

　　　　　　 ②次期繰越収支差額の内訳は次の通りである。

（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期末残高

現金預金 43,610,522 36,393,215

未収金 3,026,550 2,466,582

前払金 834,974 4,327,023

計 47,472,046 43,186,820

未払金 3,371,877 6,215,400

前受金 79,500 25,000

預り金 1,963,627 404,434

計 5,415,004 6,644,834

次期繰越収支差額 42,057,042 36,541,986

　収支計算書に対する注記
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参考資料① 図書館配架状況 No.1 ≪関西圏≫ 

 

通番 自治体 館数 図書館名 冊数 通番 自治体 館数 図書館名 冊数
1 福井県 1 福井県立図書館 1 25 岸和田市 1 岸和田市立図書館(本館) 1
2 伊勢市 1 伊勢市立伊勢図書館 1 26 泉佐野市 1 泉佐野市中央図書館 1
3 伊賀市 1 伊賀市上野図書館 1 1 中央図書館 1
4 名張市 1 名張市立図書館 1 1 小寺池図書館 1

1 滋賀県立図書館 1 1 芝生図書館 1
1 日野町立図書館 1 1 阿武山図書館 1
1 竜王町立図書館 1 1 服部図書館 1
1 愛荘町立愛知川図書館 1 1 中央図書館 2
1 豊郷町立図書館 1 1 千里図書館 1
1 甲良町立図書館 1 1 健都ライブラリー 1
1 多賀町立図書館 1 1 さんくす図書館 1
1 大津市立図書館 1 1 江坂図書館 1
1 大津市立北図書館 1 1 ちさと（千里山・佐井寺図書館） 1
1 大津市立和邇図書館 1 1 千里丘図書館 1
1 長浜市立びわ図書館 1 1 山田駅前図書館 1
1 長浜市立高月図書館 1 29 茨木市 1 茨木市中央図書館 1
1 公益財団法人 江北図書館 1 30 箕面市 1 箕面市中央図書館 1
1 甲賀市土山図書館 1 1 中央図書館 1
1 甲賀市信楽図書館 1 1 陵南の森図書館 1

9 守山市 1 守山市立図書館 1 1 羽曳が丘図書館 1
10 湖南市 1 湖南市立甲西図書館 1 1 丹比図書館 1

1 米原市立山東図書館 1 1 東部図書館 1
1 米原市立近江図書館 1 1 神戸市立中央図書館 1

12 近江八幡市 1 近江八幡図書館 1 1 神戸市立灘図書館 1
13 彦根市 1 彦根市立図書館 1 1 姫路市立図書館（城内図書館） 1
14 京都府 1 京都府立図書館 1 1 図書館網干分館 1

1 峰山図書館 1 1 図書館飾磨分館 1
1 あみの図書館 1 1 図書館家島分館 1
1 大宮図書室 1 1 尼崎市中央図書館 1
1 丹後図書室 1 1 尼崎市北図書館 1
1 弥栄図書室 1 1 中央図書館 1
1 久美浜図書室 1 1 北部図書館 1
1 中央図書館 1 1 鳴尾図書館 1
1 加茂図書館 1 1 北口図書館 1
1 山城図書館 1 36 宝塚市 1 宝塚市中央図書館 1
1 宇治市中央図書館 1 37 三木市 1 三木市立中央図書館 1
1 宇治市東宇治図書館 1 38 朝来市 1 和田山図書館 1
1 宇治市西宇治図書館 1 39 猪名川町 1 猪名川町立図書館 1

18 城陽市 1 城陽市立図書館 1 40 奈良県 1 奈良県立図書情報館 1
1 八幡市民図書館 1 1 中央図書館 1
1 男山市民図書館 1 1 西部図書館 1

20 舞鶴市 1 舞鶴市立東図書館 1 1 北部図書館 1
21 大山崎町 1 大山崎町中央公民館図書室 1 42 橿原市 1 橿原市図書館 1

1 大阪府立中之島図書館 2 43 桜井市 1 桜井市立図書館 1
1 大阪府立中央図書館 3 44 斑鳩町 1 斑鳩町立図書館 1
1 大阪市立中央図書館 1 1 宇陀市立中央図書館 1
1 福島図書館 1 1 宇陀市立大宇陀図書館 1
1 此花図書館 1 46 吉野町 1 中央公民館図書室 1
1 大正図書館 1 47 大淀町 1 大淀町立図書館 1
1 鶴見図書館 1 48 明日香村 1 明日香村図書室（中央公民館 分館 2階） 1
1 平野図書館 1 49 天川村 1 天川村洞川地区公民館図書室 1
1 旭図書館 1 1 葛城市立新庄図書館 1
1 東成図書館 1 1 葛城市立當麻図書館 1
1 西成図書館 1 51 和歌山県 1 和歌山県立図書館 1
1 堺市中央図書館 1 1 和歌山市民図書館 4
1 中央図書館堺市駅前分館 1 1 和歌山市民図書館 西分館 1
1 東図書館 1 53 新宮市 1 新宮市立図書館 2
1 中図書館 1 54 高野町 1 高野町中央公民館　図書室 1
1 青少年センター図書室 1 117 冊数合計 125館数合計

8 甲賀市

52 和歌山市

41 奈良市

34 尼崎市15 京丹後市

35 西宮市

32

16 木津川市

17 宇治市

24 堺市

23 大阪市

50 葛城市

19 八幡市

45 宇陀市

22 大阪府

神戸市

33 姫路市

11 米原市

31 羽曳野市

28 吹田市

5 滋賀県

6 大津市

7 長浜市

27 高槻市
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参考資料① 図書館配架状況 No.２ ≪首都圏、中京圏≫ 

 

館数 図書館名 冊数 館数 図書館名 冊数

1 1 足立区立中央図書館 1 33 5 鎌倉市中央図書館 5

2 1 荒川区立ゆいの森あらかわ 1 1 川崎市立多摩図書館 1

3 11 板橋区立中央図書館 11 1 川崎市立中原図書館 1

4 4 葛飾区立中央図書館 4 1 相模原市立相模大野図書館 1

5 1 北区立中央図書館 1 2 相模原市立図書館 2

6 1 江東区立江東図書館 1 36 12 秦野市立図書館 12

7 1 渋谷区立中央図書館 1 37 4 藤沢市総合市民図書館 4

8 3 新宿区立中央図書館 3 38 3 我孫子市民図書館 3

9 3 墨田区立ひきふね図書館 3 39 1 市川市中央図書館 1

1 世田谷区立中央図書館 1 40 1 木更津市立図書館 1

1 世田谷区立代田図書館 1 41 1 白井市立図書館 1

1 世田谷区立梅丘図書館 1 42 4 千葉市中央図書館 4

11 1 中央区立月島図書館 1 43 1 銚子市公正図書館 1

12 1 千代田区立日比谷図書文化館 1 44 1 東金市立東金図書館 1

13 1 文京区立本郷図書館 1 45 1 富里市立図書館 1

14 1 清瀬市立中央図書館 1 46 1 習志野市立大久保図書館 1

15 1 国分寺市立本多図書館 1 47 4 野田市立興風図書館 4

16 1 小平市中央図書館 1 48 1 船橋市中央図書館 1

17 7 多摩市立図書館 7 49 3 茂原市立図書館 3

18 1 調布市立中央図書館 1 50 5 八千代市立中央図書館 5

19 1 日野市立中央図書館 1 131  冊数 合計 131

20 1 埼玉県立熊谷図書館 1

21 4 加須市立加須図書館 4

22 1 川口市立中央図書館 1

23 4 川越市立中央図書館 4

24 1 久喜市立中央図書館 1

25 1 越谷市立図書館 1

26 11 さいたま市立中央図書館 11

27 1 東松山市立図書館 1

28 3 富士見市立中央図書館 3

29 1 本庄市立図書館 1

30 1 三芳町立中央図書館 1

31 1 八潮市立八條図書館 1

32 4 吉川市立図書館 4

≪中京圏≫
館数 図書館名 冊数 館数 図書館名 冊数

1 舞鶴中央図書館 1 1 中村図書館 1

1 東図書館 1 1 中川図書館 1

1 北図書館 1 1 緑図書館 1

1 楠図書館 1 7  冊数 合計 7

35

10 東京都

埼玉県

自治体 自治体

34

神奈川県

千葉県

館数 合計

館数 合計

愛知県
愛知県

自治体 自治体
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参考資料② 会員団体ＨＰへの協議会リンクの掲出 No.1

 

団体名 ＵＲＬ

1 環境省　近畿地方環境事務所 https://kinki.env.go.jp/

2 公益社団法人　関西経済連合会 https://www.kankeiren.or.jp/

3 大阪商工会議所 https://www.osaka.cci.or.jp/oshirase/#ra

4 神戸商工会議所 https://www.kobe-cci.or.jp/links/

5 奈良商工会議所 https://www.nara-cci.or.jp/about/link.html

6 公益財団法人　関西・大阪２１世紀協会 https://www.osaka21.or.jp/

7 一般財団法人　関西情報センター https://www.kiis.or.jp/guide/member/

8 一般社団法人　日中経済貿易センター http://www.japanchina.jp/memberlist/#ra

9 春日大社 https://www.kasugataisha.or.jp/

10 宗教法人　金峯山寺 https://www.kinpusen.or.jp/link/

11 三重県 http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/kaidou/link/index.htm

12 伊勢市 https://www.city.ise.mie.jp/about/links/index.html

13 伊賀市 https://www.city.iga.lg.jp/0000000687.html

14 津市 http://www.info.city.tsu.mie.jp/www/contents/1001000005575/

15 滋賀県 https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/bunakasports/bunkageizyutsu/324625.html

16 京都府 https://www.pref.kyoto.jp/chutan/shoukan/link2.html

17 城陽市 http://www.city.joyo.kyoto.jp/0000000667.html

18 八幡市 https://www.city.yawata.kyoto.jp/0000000662.html

19 木津川市 https://www.city.kizugawa.lg.jp/index.cfm/10,970,51,202,html

20 大山崎町 https://www.town.oyamazaki.kyoto.jp/annai/kikakuzaisei/kannkou/linklist/835.html

21 大阪市 https://osaka-info.jp/

22 堺市 https://www.city.sakai.lg.jp/kanko/kanko/index.html

23 岸和田市 https://www.city.kishiwada.osaka.jp/soshiki/36/rekishikaidou.html

24 羽曳野市 https://www.city.habikino.lg.jp/soshiki/shichou/hisho/other/11040.html

25 藤井寺市 https://www.city.fujiidera.lg.jp/link.html

26 兵庫県 https://web.pref.hyogo.lg.jp/link/other.html

27 尼崎市 https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/shisei/sogo_annai/link/si_kanren.html

28 西宮市 https://www.nishi.or.jp/aboutweb/link-kikan.html

29 猪名川町 https://www.town.inagawa.lg.jp/kanko_bunka_sports/kanko/tokusanhin/1417134016331.html

30 桜井市 https://www.city.sakurai.lg.jp/sosiki/soumu/soumuka/1395188256792.html

31 宇陀市 https://www.city.uda.nara.jp/kouhoujouhou/shisei/link/kanko-etc.html

32 葛城市 https://www.city.katsuragi.nara.jp/soshiki/kikakuseisakuka/993.html

33 斑鳩町 https://www.town.ikaruga.nara.jp/site_policy/0000000008.html

34 御杖村 https://www.vill.mitsue.nara.jp/kurashi/gyosei/905.html

35 和歌山県 https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020100/jimubunsyo/jimubunsyo.html

36 和歌山市 https://www.wakayamakanko.com/link/

37 近畿日本鉄道 株式会社 https://www.kintetsu.co.jp/kanko/

38 近鉄電気エンジニアリング 株式会社 http://www.kee-net.co.jp/

39 奈良交通 株式会社 https://www.narakotsu.co.jp/link/

40 株式会社 ＰＨＰ研究所 https://rekishikaido.php.co.jp/

41 株式会社 フラップゼロアルファ https://nazotoki-zepets.com/keihan-nazo2023/

42 公益社団法人　三重県観光連盟 https://www.kankomie.or.jp/link/7

43 東大和西三重観光連盟 http://www.e-net.or.jp/user/yama1d3e/home/link/index.html

44 熊野古道伊勢路 https://www.kodo.pref.mie.lg.jp/link/

45 伊賀上野観光協会 https://www.igaueno.net/?page_id=2239

46 名張市（名張市観光協会） http://www.kankou-nabari.jp/

47 彦根市（彦根観光協会） http://www.hikoneshi.com/jp/etc/link

48 信楽町観光協会 https://www.e-shigaraki.org/

49 公益社団法人　びわこビジターズビューロー https://www.biwako-visitors.jp

50 京都市観光協会 https://ja.kyoto.travel/feature/links.php
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参考資料② 会員団体ＨＰへの協議会リンクの掲出 No.2 

 


